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子育て支援センターにおいでよ特集

信州すざか農業小学校豊丘校

「私のサツマイモ♪」

信州すざか農業小学校豊丘校

「私のサツマイモ♪」
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子育て支援センターにおいでよ

特集

　

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
を
目
的
と
し
た
施

設
で
す
。

　

須
坂
市
で
は
、
中
央

児
童
セ
ン
タ
ー
内
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
保
育
士
や
家

庭
児
童
相
談
員
、
管
理

栄
養
士
が
育
児
の
相
談

に
の
っ
た
り
、
親
子
が

交
流
で
き
る
場
を
提
供
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育

成
や
支
援
、
子
育
て
に

関
す
る
情
報
提
供
や
催

し
、
講
座
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

「
子
育
て
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た
い
」
、「
お
母
さ

ん
友
だ
ち
が
欲
し
い
」
、
「
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎
え

る
け
ど
、何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
、

出
産
や
育
児
で
不
安
に
な
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
も
と
違
う
環
境
で
、
子
ど
も
を
遊

ば
せ
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
方
に
お
す
す
め
な
の
が
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

今
回
は
、
子
育
て
の
強
い
味
方
「
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
６
５
８
８
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
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特集 子育て支援センターにおいでよ

　

妊
婦
さ
ん
や
０
～
18
歳
未
満
の
子
ど

も
と
保
護
者
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
遊
具

や
た
く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
、
絵
本
も
あ

り
、
無
料
で
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
２
階
の
一
室
で
は
、
食
事
が
で

き
る
ス
ぺ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

須
坂
市
大
字
須
坂
１
２
１
２

番
地
１
（
馬
場
町
）

開
館
日
時　

月
～
土
曜
日
（
祝
日
、
12

月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）
の
午
前

10
時
～
午
後
５
時

※
４
月
か
ら
10
月
ま
で
は
開
館
時
間
が

午
後
６
時
ま
で
で
す
。

※
今
月
の
行
事
な
ど
は
17
ペ
ー
ジ
の
子

育
て
支
援
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

る
お
母
さ
ん
に
二
つ
の
質
問
を
し
て
み
ま

し
た
。

①
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
き

っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
。

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
み

て
ど
う
で
す
か
。

①
友
だ
ち
が
利
用
し
て
い
て
、
一
緒
に
連

れ
て
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

②
育
児
の
相
談
を
す
る
と
、
職
員
の
方
が

気
に
か
け
て
く
れ
る
の
で
、
私
の
心
の
ケ

ア
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
母
さ
ん
同
士

で
情
報
交
換
が
で
き
、
子
育
て
に
と
て
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

【
29
歳
女
性
】

①
近
所
の
先
輩
マ
マ
か
ら
話
を
聞
い
て
、

利
用
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

②
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
も
ら
え
、
私
が

　

子
ど
も
や
お
母
さ
ん
が
楽
し
め
る
行
事

な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

子
育
て
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

お
母
さ
ん
の
声

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集

　

短
時
間
の
預
か
り
、
児
童
ク
ラ

ブ
や
保
育
園
・
幼
稚
園
へ
の
お
迎

え
、
習
い
事
の
送
迎
な
ど
、
子
育

て
中
の
保
護
者
の
方
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
（
提
供
会

員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
会
員
に
な
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
事
前
講
習
会
で
学
べ
ま
す
。

【
事
前
講
習
会
】

と
き
・
内
容

①
11
月
９
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

正
午
…
▼
保
育
の
こ
こ
ろ
と
遊
び

▼
乳
幼
児
の
栄
養
と
食
事

②
11
月
22
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

３
時
…
乳
幼
児
の
成
長
発
達

③
11
月
28
日
㈬
午
前
11
時
～
正
午

…
乳
幼
児
の
救
急
救
命
法

と
こ
ろ　

▼
①
③
…
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
▼
②
…
福
祉
会
館

参
加
費　

無
料

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
６
５
８
８
）

子
育
て
に
関
す
る
講
座
な
ど
を
受
講
で
き

る
の
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
32
歳
女
性
】

①
日
中
、子
ど
も
と
２
人
だ
け
の
生
活
だ
っ

た
の
で
、遊
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な

く
限
界
を
感
じ
た
の
で
、
利
用
し
ま
し
た
。

②
週
３
回
利
用
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が

体
を
使
っ
て
よ
く
遊
ぶ
の
で
、
生
活
の
リ

ズ
ム
が
整
い
ま
し
た
。　
　

【
38
歳
女
性
】
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善
行
賞

善
行
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

　

善よ

い
行
い
を
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、
地
域
や
小
・

中
・
高
校
に
い
る
児
童
青
少
年
育

成
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

須
坂
市
児
童
青
少
年
育
成
委
員

会
が
平
成
18
年
度
に
制
定
し
た
賞

で
▼
奉
仕
賞
▼
親
切
賞
▼
学
芸
賞

▼
努
力
賞
▼
挨あ

い
さ
つ拶

賞
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

社
会
の
た
め
に
活
動
す
る
な
ど

善よ

い
行
い
を
し
て
い
る
児
童
青
少

年
を
褒
め
る
こ
と
で
、
家
庭
や
地

域

の
中
で
ふ
れ
あ
う
機
会
を
増
や

し
、
さ
ら
な
る
健
全
育
成
を
推
進

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
ま
で
に
69
件
の
団
体
・
個
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。

善
行
賞
と
は

善
行
賞
に
値
す
る
児
童
・
生

徒
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
上
半
期
の
受
賞
者

受
賞
理
由　

多
年
に
わ
た
り
、
中

受
賞
理
由　

多
年
に
わ
た
り
、
県

道
沿
い
の
相
之
島
町
の
花
壇
作
り

を
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
区
民
と
協
力
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

▼受賞者②
　相之島町児童会・支部生徒会

▼受賞者①
　中島町子ども会

▼
多
年
、
消
防
の
職
務
に
精
励
さ

　

れ
、
市
民
の
生
命
財
産
の
保
全

　

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
池　
　

彰　
　
　

（
馬
場
町
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
政
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰

す
る
「
須
坂
市
表
彰
式
」を
11
月
３

日
㈯
に
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
。

　

今
年
度
表
彰
す
る
皆
さ
ん
は
次

の
方
々
で
す
。

※
敬
称
略
、
表
彰
種
目
別
、
五
十

音
順

▼
多
年
、
須
坂
市
観
光
協
会
会
長

　

な
ど
の
要
職
に
あ
っ
て
、
須
坂

　

市
の
産
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

　

さ
れ
ま
し
た
。　

　

金
井　

辰
巳　
　
　

（
仁
礼
町
）

産
業
功
労
者

▼
多
年
、
須
高
歯
科
医
師
会
会
長

　

の
要
職
に
あ
っ
て
、
須
坂
市
の

　

地
域
医
療
活
動
に
尽
力
さ
れ
、

　

公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

　

ま
し
た
。　

　

江
口　
　

明　
　
　

（
太
子
町
）

　

髙
野　

恭
平　
　
　

（
春
木
町
）

▼
多
年
、
精
神
障
が
い
者
福
祉
事

　

業
に
尽
力
さ
れ
、
須
坂
市
の
精

　

神
保
健
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ

　

れ
ま
し
た
。

　

滝
澤　

德
子　
　
　

（
南
原
町
）

▼
須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
展
示

　

品
充
実
の
た
め
、
多
額
の
私
財

　

を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡　
　

信
孝　
　

（
神
奈
川
県
）

▼
須
坂
市
村
石
母
子
、
父
子
家
庭

　

特
別
奨
学
金
充
実
の
た
め
、
多

　

額
の
私
財
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
」
推
進
の
た
め
、
信
州
須

　

坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
お

　

い
て
も
多
額
の
私
財
を
寄
附
さ

　

れ
ま
し
た
。

　

村
石　

久
二　
　
　

（
千
葉
県
）

▼
多
年
、
小
中
学
生
の
登
校
時
の

　

見
守
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地

　

域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心

　

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林　

啓
二　
　
　
　

（
新
町
）

▼
多
年
、
学
校
お
よ
び
福
祉
施
設

　

な
ど
に
お
け
る
読
み
聞
か
せ
活

　

動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

　

読
書
環
境
づ
く
り
の
向
上
に
寄

　

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

消
防
功
労
者

保
健
衛
生
功
労
者

私
財
寄
附
者

善
行
功
労
者

表
　
彰

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　

坂
田　

信
一　
　
　

（
北
原
町
）

　

清
水　

敏
博　
　
　

（
幸
高
町
）

　

清
水　

政
規　
　
　

（
高
梨
町
）

　

玉
井　

一
也　
　
　

（
塩
川
町
）

　

豊
田　

真
左
喜　
　

（
下
八
町
）

　

中
澤　
　

淳　
　
　

（
野
辺
町
）

　

堀
内　

貴
浩　
　
　

（
千
曲
市
）

島
町
内
の
ご
み
拾
い
清
掃
を
町
の

大
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
。

表
彰
状
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学
校
の
お
宝
紹
介

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
あ
る
お
宝
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
墨
坂
中
学
校
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

～
墨
坂
中
学
校
編
～

　

墨
坂
中
学
校
で
は
、
清
掃
の
心
得
が
四
つ
あ
り
、
そ
の
中
の

一
つ
に
「
ひ
ざ
つ
き
４
回
が
け
清
掃
」が
あ
り
ま
す
。
学
校
の
伝

統
と
し
て
、
旧
校
舎
の
こ
ろ
か
ら
、
床
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

心
も
磨
き
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。

　

ひ
ざ
つ
き
４
回
が
け
清
掃
に
は
四
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
自
分
の
た
め
」、「
校
舎
の
た
め
」、

「
先
輩
の
た
め
」
、「
ま
だ
見
ぬ
後

輩
の
た
め
」
で
す
。
生
徒
は
そ

れ
ぞ
れ
に
思
い
を
寄
せ
て
床
を

磨
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
墨
坂
中
学
校
は
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の

方
か
ら
も
「
ひ
ざ
つ
き
４
回
が

け
清
掃
」
が
伝
統
で
あ
る
と
お

話
し
い
た
だ
き
、
伝
統
の
重
み

を
感
じ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
「
ひ

ざ
つ
き
４
回
が
け
清
掃
」
の
精

神
を
大
切
に
、
伝
統
を
つ
な
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▲墨坂中学校校舎

ひ
ざ
つ
き
４
回
が
け
清
掃

人　権

第46回部落差別をはじめ
あらゆる差別をなくす
市民大集会

申込・問合せ　人権同和教育課（☎026‐245‐0909）

人
権
教
育
強
調
月
間

市
民
大
集
会
は
11
月
17
日
㈯

　

11
月
15
日
㈭
～
12
月
14
日
㈮
は

人
権
教
育
強
調
月
間
で
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
職

場
な
ど
で
人
権
教
育
の
取
り
組
み

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高

め
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

目
指
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
教
育
強
調
月
間
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、「
第
46
回
部
落

差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
す
市
民
大
集
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
学
習
を

深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の

解
決
に
向
け
て
考
え
る
こ
と
か
ら
、

差
別
解
消
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

内　

容

▼
人
権
教
育
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
最
優
秀
作
品
表
彰
式

▼
学
習
発
表
「
『
心
の
花
』を
育
て

よ
う
～
と
も
に
語
り
合
い
、
心
を

か
よ
わ
せ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
～
」
…
常
盤
中
学
校
生
徒
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

▼
講
演
「
私
た
ち
は
な
ぜ
生
ま
れ

て
き
た
の
か
？
小
説
『
あ
ん
』で
ハ

ン
セ
ン
病
快
復
者
の
人
生
を
描
い

た
意
味
」

　

講
師　

ド
リ
ア
ン
助
川
さ
ん（
作

家
、
詩
の
道
化
師
）

※
１
９
９
８
年
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
テ
ー
マ
曲
「
旅
立
ち
の
時
」
の

作
詞
者
で
す
。
放
送
作
家
を
経
て
、

バ
ン
ド
活
動
や
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
に
執
筆

を
開
始
し
、
小
説
『
あ
ん
』は
、
映

画
化
さ
れ
２
０
１
５
年
カ
ン
ヌ
国

際
映
画
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ィ

ル
ム
に
な
り
ま
し
た
。

入
場
料　

無
料

そ
の
他　

▼
駐
車
で
き
る
台
数
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ

せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
要
約
筆
記
、
手
話
通
訳
、
車
い

す
席
が
あ
り
ま
す
。

▼
託
児
を
希
望
す
る
方
は
11
月
12

日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

須
坂
市
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
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610

２ 職員の人事評価の状況

３ 職員の給与の状況

１ 職員の任免および職員数に関する状況

１‐② 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

採用者数 退職者数 増減

16人 20人 -4人

１‐① 職員の採用と退職の状況

　　　（平成29年４月２日～平成30年４月１日）

３‐② 職員の平均給与月額と平均年齢

　　　（平成29年４月１日現在）

区分 平均給与 平均年齢

須坂市 382,168円 42.3歳

長野県 400,134円 45.3歳

※給与月額は給料月額に扶養・住居・時間
外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

３‐③ 職員の初任給（一般行政職）

区分

須坂市

長野県

大学卒

181,500円

188,200円

高校卒

148,800円

153,300円

■正規職員数の推移

職員数
（人）

460

510

平成10年度と比較して143人
（23.1％）の正規職員を削減し
ました。

617人

476人 474人474人 473人

３‐① 職員給与費の状況

給与費
職員数（Ａ）

（平成29年度一般会計決算）　※職員手当には退職手当が含まれません。

給料 職員手当※ 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

一人あたり
給与費（Ｂ/Ａ）

455人 16億9,764万円 ３億2,302万円 ６億7,902万円 26億9,968万円 593万円

560

人
　
事

市
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を

公
表
し
ま
す

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
職
員
の
勤
務
実
態
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
市
の
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
平
性
と
透
明
性
を
高
め
る

た
め
、
市
職
員
の
任
用
・
給
与
・
福
利
厚
生
な
ど
の
状
況
を
公
表
し

ま
す
。 

平成10 24

■職員給与の推移

給与額
（億円）

20

24

28

32

36

25 26 27 28 29年度

26億
9,588
万円

27億
1,014
万円

26億
1,746
万円

26億
9,968
万円

34億
7,336
万円

26億
7,705
万円

平成10年度と比較して７億 7,368 万円を削

減しました。ここ数年は、人事院などの勧

告に基づく給与増額の影響で微増傾向

27億
2,084
万円

483人

※平成22年度に策定した第五次総合計画の正規職員の目標

値として、平成21年度職員数503人から平成32年度467人へ、

36人の減員を設定しています。

　地方公務員法の改正に伴い、職員の勤務成績を「能力」と「業績」の両面から評価することが法律上義務付けと

なりました。（平成28年４月１日施行）

30平成10 25 26 27 28 29 年度

※平成28年度から、人事評価制度を本格実施し、管理職を対象に業績評価の結果を勤勉手当へ反映しています。

部門
職員数（人） 対10年度

増減数

議会

総務

税務

民生

衛生

労働

農林水産

商工

土木

教育

消防

水道

下水道

その他

一般行

政部門

特別行

政部門

公営企

業等会

計部門

小計

10年度

38

30年度

 5

66

20

  99

38

 1

12

13

44

89

 127

17

 4

28

49

 474

 298

29年度

 5

65

20

 101

41

1

12

12

44

38

89

 127

17 

 4

27

48

 476

 301

28年度

 5

66

20

 101

39

 0

12

12

44

38

88

 126

18

 5

25

48

 473

 299

 5

72

26

 137

41

 5

22

20

50

84

90

 174

33

18

14

65

 378

 617

小計

小計

合計

　   0

　  -6

　  -6

   -38

 　 -3 

 　 -4

 -10

 　 -7

　  -6

　 -46

 　 -1

　 -16

　 -14

 +14

　 -80

　 -16

  -143

　 -47

491人



平成30年11月号・７・

４ 職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

７ 職員の研修の状況（平成29年度）

８ 職員の福祉および利益の保護の状況

８‐① 健康診断などの実施状況

　▼定期健康診断▼夜勤者定期健康診断▼消化器検

　診▼人間ドック▼婦人科検診▼職員健康相談▼メ

　ンタルヘルス研修会▼ストレスチェックの実施など

４‐② 年次休暇の取得（平成29年１月１日～12月31日）

9．3日
１年につき20日付与

※翌年に繰越可能20日

平均取得日数概要

※受講者数は延べ人数で、嘱託職員も含みます。

５ 職員の懲戒処分の状況（平成29年度）

※理事者の退職手当は任期（１期４年）満了ごとに支給しています。

※平成29年度の給料月額は、条例改正し、市長は10％、副市長は５％減額しました。

※理事者(市長と副市長、教育長)の給料は平成29年度の１年間で144万円削減しました。

※年間をとおして在職した職員の平均取得日数です。

８‐② 職員互助会の設置と活動状況

　　地方公務員法第42条に基づく職員の保健やその

　他の厚生に関する事項を実施するため、須坂市職

　員互助会を設置し、職員厚生事業や文化活動事業、

　体育事業などを行っています。職員互助会は職員

　からの会費と市などからの負担金により運営されて

　います。

８‐③ 公務災害の概要・認定状況

　平成29年度公務災害認定件数…11件

　※公務上や通勤途上の災害により、負傷または死

　亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一

　定の補償が行われます。

８‐④ 不利益処分に関する不服申立ての状況など

　▼勤務条件に関する措置の要求の状況…０件

　▼不利益処分に関する不服申立ての状況…０件

３‐⑤ 期末・勤勉手当（平成29年度）

※職務の級による加算措置があります。

３‐⑦ 特別職の報酬など

３‐⑥ 退職手当（平成29年度）

支給割合
区分

期末手当 勤勉手当

 1.375月分   0.95月分12月

 2.600月分   1.80月分合計

 1.225月分   0.85月分６月

区分
自己都合

 20.445月分

 29.145月分

 41.325月分

 49.590月分

定年など

 25.55625月分

 34.5825 月分

 49.590  月分

 49.590  月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

 

　　地方公務員法の一部改正に伴い、元職員による

　離職前５年間に在籍していた職員に対して契約事

　務などの働きかけが規制されるようになりました。

　また、営利企業などに再就職した元職員に対して、

　離職後２年間、再就職に関する届け出が義務付けに

　なりました。(平成28年４月１日施行）

給料月額

減額後減額前
区分 期末手当 区分 報酬月額

456,000円

387,000円

355,000円

(減額前の
月額×1.4)
の3.25月分

議長

副議長

議員

767,700円853,000円市長

670,700円706,000円副市長

613,000円613,000円教育長

期末手当

(報酬月額
×1.4)の
3.25月分

退職手当

減額前の月額×0.42 ×48月

減額前の月額×0.294×48月

減額前の月額×0.21 ×48月

４‐① 勤務時間（平成29年度）

一週間の勤務時間 勤務時間 休憩時間

38時間45分 8：30～17：15 12：00～13：00

※消防署、学校、図書館、保育所、児童センターなどの職員

は勤務時間が異なります。

区分 研修内容 受講者数

職層別研修
▼一般・中堅行政職員研修▼主

査研修▼管理職員研修　など
119人

専門研修
▼市町村職員研修センター専門研

修▼市町村アカデミー研修　など
 86人

特別研修
▼出前研修▼人権同和研修▼姉

妹都市交流研修　など
1,297人

研修派遣
▼長野県研修派遣▼長野経済研究所

研修派遣▼須坂商工会議所研修派遣
 ５人

自己啓発 ▼職員自主学習促進助成  10人

６ 職員の退職管理の状況

 ６人
（降任１）
（休職５）

処分人数

１人
（戒告）

職員がその職責を十分に果たすこ

とができない場合に行われる処分

で、公務能率の維持が目的です。

説明

職員の一定の義務違反に対する道

義的責任を問うための処分で、規

律と秩序の維持が目的です。

分限処分

区分

懲戒処分

支給割合

※ラスパイレス指数とは、国家公務

員の給料を100とした場合の地方公

務員の給料水準を表す指標です。

３‐④ ラスパイレス指数
（各年４月１日現在）

須坂市

全国市平均

28年度 29年度

98.6  98.5

99.1  99.1

区分
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【
通
常
保
育
事
業
・
児
童
セ
ン
タ

 

ー
運
営
事
業
】

　
　
　

〈
合
計
１
６
９
万
８
千
円
〉

　

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用

し
、
保
育
所
や
児
童
セ
ン
タ
ー
に

県
産
材
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
購

入
し
ま
す
。

問
合
せ　

▼
子
ど
も
課（
保
育
所
分
）

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

▼
学
校
教
育
課（
児
童
セ
ン
タ
ー
分
）

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

【
小
学
校
施
設
整
備
事
業
・
中
学

 
校
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　

〈
合
計
１
７
９
０
万
円
〉

　

国
の
支
援
策
を
活
用
し
て
小

中
学
校
の
普
通
教
室
な
ど
に
空
調

設
備
を
導
入
す
る
方
針
と
し
た
こ

と
か
ら
、
空
調
設
備
設
計
業
務
を

行
う
た
め
、
委
託
料
を
計
上
し
ま

し
た
。

【
小
学
校
教
育
振
興
事
業
・
中
学

 

校
教
育
振
興
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
合
計
２
０
０
万
円
〉

　

寄
附
金
を
活
用
し
て
、
小
学
校

３
校
と
中
学
校
１
校
で
教
材
備
品

平成30年度須坂市一般会計補正予算
第２号・第３号が成立しました

問合せ　財政課（☎026‐248‐9016）

予　算

　

補
正
予
算
の
額
は
４
億
１
２
２

２
万
円
で
、
予
算
累
計
額
は
２
０

８
億
１
７
０
３
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。　

　

事
業
ご
と
の
補
正
金
額
と
主
な

補
正
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
補
正
し
た
す
べ
て
の
内
容
を
記

載
し
て
い
な
い
の
で
、
事
業
ご
と

の
補
正
金
額
と
一
致
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

多
様
な
文
化
を
学
び
育
て
、

交
流
す
る
創
造
的
な
ま
ち
づ

く
り
（
生
涯
学
習
・
文
化
振

興
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

み
ん
な
が
快
適
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
基
盤

整
備
）

み
ん
な
の
活
力
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
）

み
ん
な
が
助
け
合
い
、
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

（
健
康
・
福
祉
）

子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
夢
を

も
て
る
ま
ち
づ
く
り
（
子
育

て
・
教
育
）

～平成30年９月市議会定例会で可決されました～

【
歩
道
段
差
解
消
事
業
】

　
　
　
　
　
　

〈
２
２
０
１
万
円
〉

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
内
示
を
受
け
、
緑
町
東
高
校

正
門
線
の
事
業
推
進
す
る
た
め
、工

事
請
負
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

【
文
化
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
１
０
０
万
円
〉

　

文
化
会
館
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の
非

構
造
部
材
耐
震
診
断
結
果
を
受
け
、

耐
震
化
お
よ
び
長
寿
命
化
工
事
の

基
本
設
計
業
務
を
行
う
た
め
、
委

【
臥
竜
公
園
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
５
７
９
万
円
〉

　

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
し
て
臥
竜
公
園
の
竜
ヶ

池
や
そ
の
周
辺
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、
委
託
料
を
計
上
し

た
ほ
か
、県
の
元
気
づ
く
り
支
援
金

や
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
、

臥
竜
公
園
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

【
県
事
業
負
担
金
】

　
　
　
　

〈
２
１
９
１
万
１
千
円
〉

　

県
が
行
う
豊
丘
ダ
ム
の
堰え

ん
て
い堤

改

良
事
業
に
対
す
る
負
担
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

【
農
業
制
度
資
金
金
融
対
策
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
16
万
３
千
円
〉

　

台
風
21
号
に
よ
る
被
災
農
家
が

経
営
安
定
の
た
め
に
金
融
機
関
か

ら
資
金
融
資
を
受
け
た
際
の
利
子

補
給
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
農
業
振
興
対
策
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
２
３
３
万
６
千
円
〉

　

台
風
21
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
リ
ン
ゴ
の
販
売
を
促
進
す
る
た

め
の
委
託
料
を
計
上
し
た
ほ
か
、

被
害
を
受
け
た
果
樹
の
補
植
や
、

収
穫
時
期
の
早
い
品
種
へ
改
植
す

る
際
の
苗
木
購
入
に
対
す
る
補
助

金
を
計
上
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

を
購
入
す
る
た
め
、
備
品
購
入
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

【
中
学
校
管
理
運
営
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
７
万
５
千
円
〉

　

生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
部
活
動

継
続
困
難
の
解
消
や
、
教
員
の
負

担
軽
減
を
目
的
に
合
同
部
活
動
を

試
行
す
る
た
め
、
学
校
か
ら
練
習

会
場
ま
で
の
移
動
に
要
す
る
交
通

費
へ
の
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

【
商
業
振
興
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
２
７
０
万
円
〉

　

商
店
街
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
出
店
希
望

が
多
い
こ
と
か
ら
、
商
店
街
環
境

整
備
事
業
補
助
金
と
わ
ざ
わ
ざ
店

等
開
設
支
援
事
業
補
助
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

・
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歯
の
健
康

～
須
高
歯
科
医
師
会
～

11
月
８
日
は「
い
い
歯
の
日
」

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

む
し
歯
は
早
め
の
受
診
を

定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

歯
の
痛
み
や
違
和
感
が
あ
る
と

き
は
、
早
め
に
受
診
・
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

症
状
が
進
行
し
て
か
ら
で
は
、

治
療
期
間
が
長
く
な
り
通
院
回
数

も
増
え
、
治
療
費
の
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
症
状
に
よ
っ

て
は
歯
を
抜
く
こ
と
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

「
２
次
う
蝕

し
ょ
く

」に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う

　

「
治
療
が
終
わ
れ
ば
、
も
う
こ

の
歯
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
確
か
に
金
属
自
体
は
む

し
歯
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

か
ぶ
せ
物
や
詰
め
物
と
歯
の
間
に

は
、ミ
ク
ロ
単
位
の
隙
間
が
あ
り
、

年
月
の
経
過
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
で
広
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
隙
間
に
細

菌
が
入
り
込
み
、
む
し
歯
を
再
発

さ
せ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
「
２
次

う
蝕
」
と
い
い
ま
す
。

　

２
次
う
蝕
は
、
大
人
に
多
く
み

ら
れ
る
症
状
で
す
。
特
に
神
経
を

抜
い
た
歯
の
場
合
、
歯
が
も
ろ
く

な
り
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん
。
気
づ

い
た
と
き
に
は
進
行
し
た
む
し
歯

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
済
み
の
歯
こ
そ
、
丁
寧
な
ケ

ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

毎
日
の
歯
み
が
き
も
大
切
で
す

が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
に
も
、
定
期
的
に
か
か
り
つ
け

歯
科
医
で
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

むし歯は、歯と詰

め物の隙間からな

りやすいです。

ＤＶ相談　

誰もが安心して暮らせる社会をめざして

問合せ　男女共同参画課（☎026‐248‐9034）

～ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）知っていますか？～

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
の

親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
ふ
る

わ
れ
る
暴
力
と
い
う
意
味
で
す
。

　

相
手
を
暴
力
と
い
う
力
で
支
配

し
て
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
動
か

し
、
相
手
の
自
己
決
定
権
ま
で
奪

っ
て
し
ま
う
人
権
侵
害
で
す
。

　

暴
力
は
、
身
体
的
暴
力
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
・
性
的

暴
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
学
生
な
ど
若
者

の
間
で
、
交
際
相
手
か
ら
受
け
る

暴
力
の
こ
と
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
圧
倒
的
に
女

性
が
多
く
、
全
国
の
相
談
件
数
は

10
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
（
下
の

グ
ラ
フ
参
照
）
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
助
け

合
う
こ
と
、
ま
た
、
男
性
も
女
性

も
人
と
し
て
対
等
で
、
と
も
に
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
意
識

が
必
要
で
す
。

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を

な
く
す

■全国の配偶者暴力相談支援センター
　における相談件数

40,000
平成25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

60,000

99,961

111,172
106,367 106,110

80,000

100,000

120,000
（件）

（内閣府調べ）

102,963

相
談
先

【
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
】

　

勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
Ｄ
Ｖ
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
２
６
‐
２
１
９
‐
２
４
１
３
）

▼
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
５
７
１
０
）

【
女
性
の
一
般
相
談
】

▼
男
女
共
同
参
画
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

　

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間
で
す
。
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問合せ　子ども課（☎026‐248‐9026）

11月は児童虐待防止
推進月間です

子育て

平成30年度　標語　

「未来へと 命を繋
つ な

ぐ １８９（いちはやく）」

児
童
虐
待
と
は

【
心
理
的
虐
待
】

▼
言
葉
で
お
ど
す
・
罵
声
を
浴
び

　

せ
る

▼
無
視
や
拒
否
的
な
態
度
を
と
る

▼
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
を
す
る

▼
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対

　

し
て
暴
力
を
ふ
る
う　
　

な
ど

【
身
体
的
虐
待
】

▼
た
た
く
、
殴
る
・
け
る

▼
や
け
ど
を
負
わ
せ
る

▼
戸
外
に
長
時
間
締
め
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄
や

 

怠
慢
）
】

▼
食
事
や
身
な
り
の
世
話
を
し
な      

　

い
▼
病
気
に
な
っ
て
も
治
療
を
受
け

　

さ
せ
な
い

▼
車
の
中
に
放
置
す
る
・
家
に
閉

　

じ
込
め
る　
　
　
　
　
　

な
ど

【
性
的
虐
待
】

▼
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る

▼
子
ど
も
に
性
的
行
為
を
す
る
、

　

ま
た
は
見
せ
る　
　
　
　

な
ど

虐
待
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す

影
響

【
発
達
へ
の
影
響
】

▼
言
葉
や
学
習
の
遅
れ　
　

な
ど

【
心
へ
の
影
響
】

▼
情
緒
不
安
定
、
自
己
否
定
感
、

　

強
い
不
安
感　
　
　
　
　

な
ど

【
行
動
へ
の
影
響
】

▼
暴
力
性
、
衝
動
性
、
自
傷
行
為
、

　

対
人
関
係
の
形
成
不
全
、
家
出
、

　

万
引
き　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
体
へ
の
影
響
】

▼
後
遺
症
、
低
身
長
、
低
体
重
、

　

栄
養
不
良　
　
　
　
　
　

な
ど

虐
待
の
注
意
信
号

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

【
子
ど
も
】

▼
子
ど
も
が
い
る
は
ず
な
の
に
、

　

姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
な
い

▼
大
声
で
怒
鳴
る
声
、
子
ど
も
の

　

泣
き
声
、
物
を
投
げ
る
な
ど
の

　

物
音
が
す
る

▼
衣
服
が
汚
れ
て
い
る
な
ど
不
衛

　

生
な
こ
と
が
よ
く
あ
る

▼
顔
や
体
に
あ
ざ
を
よ
く
つ
く
っ

　

て
い
る

▼
昼
夜
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
だ
け

　

で
い
る
こ
と
が
多
く
、
近
所
を

　

徘は
い
か
い徊

し
て
い
る

【
保
護
者
】

▼
地
域
な
ど
と
交
流
が
な
く
孤
立

　

し
て
い
る

迷
わ
ず
相
談
を

　

虐
待
の
注
意
信
号
を
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
や
家
庭
へ
の
支

援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】

❤
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

　

イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

24
時
間
対
応

❤
子
ど
も
課

　

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
12
月
29

　

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分

【
通
報
に
あ
た
っ
て
】

▼
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

　

通
報
者
に
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

オレンジリボン
には、子ども虐
待を防止すると
いうメッセージ
が込められてい
ます。

▲

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の

生
涯
に
わ
た
り
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
関

心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

▼
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た

　

ま
ま
外
出
し
て
い
る

▼
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否

　

的
、
無
関
心
で
あ
る

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
庭
の
温

か
い
愛
情
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
自

ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い

愛
情
の
中
で
育
て
て
く
だ
さ
る
方

を
「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　

里
親
に
は
、
次
の
４
種
類
が
あ

り
ま
す
。

養
育
里
親　

家
族
と
暮
ら
せ
な
い

子
ど
も
を
一
定
期
間
、
家
庭
に
迎

い
入
れ
て
養
育
す
る
里
親

専
門
里
親　

養
育
里
親
の
う
ち
、

虐
待
や
非
行
、障
が
い
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
専
門
的
な
援
助
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

養
子
縁
組
里
親　

養
子
縁
組
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
の
養
親
と
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
里
親

親
族
里
親　

実
親
が
死
亡
や
行
方

不
明
な
ど
に
よ
り
養
育
で
き
な
い

場
合
に
、
祖
父
母
な
ど
の
親
族
が

子
ど
も
を
養
育
す
る
里
親

問
合
せ　

児
童
相
談
所
広
域
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
‐
２
３
８
‐
８
０
３
０
）
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▼
頑
張
り
す
ぎ
な
い

▼
時
に
は
周
り
の
人
に
頼
ろ
う

▼
場
合
に
よ
っ
て
は
、
家
事
は
手

　

抜
き
で

▼
時
に
は
子
ど
も
と
離
れ
て
リ
フ

　

レ
ッ
シ
ュ

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
保
育

　

士
や
マ
マ
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り

　

し
よ
う

　

子
ど
も
課
で
は
、
家
庭
児
童
相

談
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
内
容
】

▼
児
童
の
養
育
に
関
す
る
こ
と

　

「
い
い
育
児
の
日
」は
、
家
庭
や

家
族
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て

を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
機
運
を

高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
家
族
と

過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
、
子
ど

も
の
成
長
と
子
育
て
家
庭
を
企
業

子どものことで悩んだら・困ったら
迷わず相談してください

県の相談窓口

●学校教育課　☎026-248-0001

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)　

　☆いじめや不登校など学校教育に関する相談。

●妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」　☎026-213-6400

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)

　相談窓口　保健センター・健康づくり課・子ども課

●中央児童相談所　☎026-238-8010

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)　

　☆養護・育成・障がい相談や児童虐待など、あらゆ

　　る相談。

　(※)祝日、12月29日～１月３日を除きます。

市の相談窓口

☆妊娠、出産、子育てに関するさまざ 

　まな相談。

☆保健師、管理栄養士、家庭児童相談

　員がお話をお聞きします。

☆どんなことでもお気軽にご相談くだ

　さい。

　

子
育
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
楽
し
み
・
喜

び
が
あ
る
反
面
、
子
ど
も
の
発
達

や
成
長
、
集
団
生
活
、
食
事
の
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
悩
み
や
心

▼イライラして、つい子どもに当た

　っちゃう

▼なんで、うちの子はちゃんとでき

　ないの？

▼私の子育て間違ってないかしら

▼家族が協力してくれない

▼こんなこと思うの私だけかしら

▼兄弟げんかばっかり

▼どうして言うこと聞かないの !!

▼子育てに疲れちゃった…

▼誰かに聞きたい。でもこんなこと

　聞いていいのかな…

こんな悩みや不安は
ありませんか

家
庭
児
童
相
談
員
が
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

11
月
19
日
は

「
い
い
育
児
の
日
」

子
育
て
で
悩
ん
だ
ら
相
談
し

ま
し
ょ
う

イ
ラ
イ
ラ
を
た
め
な
い
で

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

子
育
て
で
悩
ん
だ
ら
相
談
を

　

子
ど
も
の
成
長
に
最
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
環
境
は
、
家
庭
で

す
。
家
族
と
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心

が
育
ま
れ
ま
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
み
、
親

は
仕
事
、
子
ど
も
は
習
い
事
な
ど

で
忙
し
く
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
父
親
の
子
育
て
へ
の
参

加
が
依
然
少
な
く
、
母
親
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、「
子
育
て
に

自
信
が
持
て
な
い
」「
仕
事
や
自
分

の
こ
と
を
す
る
時
間
が
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
お
母
さ
ん

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
育
て
に
対
す
る
ス

ト
レ
ス
は
、
時
に
は
児
童
虐
待
の

要
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

周
り
の
人
な
ど
に
早
め
に
相
談

し
た
り
、
息
抜
き
の
で
き
る
場
所

に
出
掛
け
た
り
し
て
、
子
育
て
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

配
事
が
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
の
家

事
や
就
労
な
ど
、
精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
負
担
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
左
下
の
相
談

窓
口
な
ど
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
の
発
達

▼
育
児
や
し
つ
け

▼
虐
待
防
止
の
対
応　
　
　

な
ど

や
地
域
で
応
援
し
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

11
月
19
日
㈪
の
「
い
い
育
児
の

日
」
を
中
心
に
、
11
月
11
日
㈰
か

ら
24
日
㈯
ま
で
の
家
族
の
週
間
に

県
内
各
地
で
親
子
で
一
緒
に
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://www.pref.nagano.

lg.jp/jisedai/kyoiku/kodomo/

i
i
i
k
u
j
i
.
h
t
m
l

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
接
続
で
き

ま
す
。



平成30年11月号 ・12・

職員募集

平成元年４月２日～平成
９年４月１日生まれの方

４年制大学の土木専門課程卒業程度の学
力を有する方

職種 住所要件学力・職歴など年齢

上級
土木

平成31年４月１日
現在で須坂市に住
民登録がある方

　市民の皆さんとともに、新たなプロジェクトを創造し、実行していく意欲と行動力のある方を募集

します。

申込・問合せ　▼総務課（☎026‐248‐9000）…土木、看護師、保育士

　　　　　　　▼子ども課（☎026‐248‐9026）…看護師、保育士

市役所職員（上級・土木）および嘱託看護師（保
育園勤務）、嘱託・臨時保育士を募集します

募集職種・受験資格　上表のとおり

募集人員　各職種とも若干人

募集期間　11月12日㈪～12月３日㈪

受験手続　総務課にある申込書に必要事項を記入し、提出してください（郵送可。12月３日㈪の消印有効）。

　　　　　※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。郵送で請求する場合は、返信用

　　　　　封筒（82円切手を貼って）を同封してください。

面接試験　平成31年１月８日㈫～11日㈮の予定

　　　　　※平成30年度中に須坂市の嘱託・臨時職員であった方または現在職員である方は、選考試

　　　　　験になります。

任　　用　登録制です。平成31年４月からの任用とは限りません。

　　　　　※募集に関する詳細は、お問い合わせください。

１年以内
※社会保険と雇用保険
に加入

１年以内
※社会保険と雇用保険
に加入

募集職種

７時間45分

７時間45分

嘱託保育士

嘱託看護師

（保育園勤務）

資　格　保育士資格（保育士登録が

必要）、または子育て支援員、幼稚園

教諭の資格※取得見込みを含む

住所条件　▼原則として応募日現在、

須坂市に住所を有する方を優先しま

す（市外の方も可）

▼土曜日勤務がある場合があります

資　格　看護師免許※取得見込みを
含む
住所条件　下記と同様です

必要な資格・住所条件

臨時保育士

（２種）

１日の勤務時間 任用期間

１時間超
４時間未満

４時間超
７時間以内

１年以内
※勤務時間により社会
保険と雇用保険に加入

１年以内

募集職種・受験資格　上表のとおり

募集人員　若干人

募集期間　11月１日㈭～16日㈮

受験手続　総務課にある申込書に必要事項を記入し、提出してください（郵送可。16日㈮の消印有効）。

　　　　　※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。郵送で請求する場合は、返信用

　　　　　封筒（Ａ４サイズが入るものに120円切手を貼って）を同封してください。

一次試験　12月９日㈰（筆記・適性検査・作文）　

二次試験　試験の合格者に通知（個別面接・集団討議）



平成30年11月号・13・

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

主
な
ト
ラ
ブ
ル
事
例

▼
平
成
30
年
１
月
１
日
～
10
月
1

日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
方
…
11
月
上
旬

▼
平
成
30
年
10
月
２
日
～
12
月
31

日
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
…
平
成
31

年
２
月
上
旬

年
末
調
整
や
確
定
申
告
へ
の

対
応

　

控
除
証
明
書
（
ま
た
は
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
の
領
収
証

書
）を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
は
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

年
　
金

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す

問
合
せ　

長
野
北
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
４
‐
４
１
０
０
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
に

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

申
告
時
に
必
要
な
控
除
証
明
書

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

30
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
で

す
。ね

ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
Ｉ
Ｐ
電
話（
電
話
番
号
が
０
５
０

で
始
ま
る
電
話
）
で
か
け
る
場
合

は
☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
平
成

31
年
３
月
15
日
㈮

受
付
時
間　

▼
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時

▼
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
～
午

後
５
時

※
第
２
土
曜
日
を
除
く
祝
日
と
12

月
29
日
～
１
月
３
日
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

トラブル急増‼

「保険金が使える」

消費生活情報

という言葉にご用心
問合せ　須坂市消費生活センター・特殊詐欺被害防止センター
　　　　（☎026‐248‐9002）

　

住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
で
「
保
険

金
が
使
え
る
」
と
言
っ
て
勧
誘
す

る
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し

て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損
害

は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
（
火
災

保
険
な
ど
）で
補
償
さ
れ
ま
す
が
、

損
害
保
険
会
社
な
ど
に
連
絡
す
る

前
に
契
約
し
て
し
ま
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
自
己
負
担
額
ゼ
ロ
を
強
調
】

　

「
保
険
金
を
使
え
ば
、
無
料
で

修
理
で
き
る
」
と
言
わ
れ
、
契
約

し
た
が
、
後
で
保
険
金
の
対
象
外

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
全
額
自

己
負
担
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

※
自
然
の
消
耗
な
ど
で
生
じ
た
損

害
は
支
払
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
強
引
な
契
約
】

　

「
保
険
申
請
も
代
行
す
る
。
契

約
書
は
後
で
持
っ
て
来
る
」
と
、

強
引
に
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。
解

約
し
よ
う
と
し
た
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

料
は
契
約
金
の
50
％
を
支
払
う
よ

う
に
言
わ
れ
た
。
契
約
書
も
も
ら

え
ず
に
い
る
。

【
う
そ
の
理
由
で
請
求
】

　

「
古
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
先
日

の
台
風
の
せ
い
に
し
て
、
保
険
金

を
請
求
し
ま
し
ょ
う
」と
言
わ
れ
、

保
険
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
保
険
金

が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

※
う
そ
の
理
由
で
の
保
険
金
請
求

は
、保
険
金
詐
欺
に
該
当
し
、
刑
事

罰
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

対
応

　

こ
の
よ
う
な
業
者
が
来
た
ら
、

▼
す
ぐ
に
修
理
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

契
約
は
し
な
い
▼
ま
ず
は
、
加
入

先
の
損
害
保
険
会
社
な
ど
に
相
談

す
る
▼
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合

は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

みんなの力で詐欺被害をゼロに！

「詐欺を防ごうクチコミ大作戦」

◆在宅中でも留守番電話設定で詐欺電話

を拒否しましょう。

◆預金口座の内容は他人には絶対に話さ

ないでください。

◆詐欺が横行しています。「詐欺」を話題

にしていただき、市民一丸となって対処

していきましょう。



平成30年11月号 ・14・

意見紹介

　

臥
竜
公
園
に
お
花
を
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い
。

　

桜
や
ツ
ツ
ジ
は
あ
り
ま
す
が
、

時
期
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
寂
し
い

で
す
。
花
い
っ
ぱ
い
の
公
園
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。

お
答
え
し
ま
す

　

臥
竜
公
園
は
、
明
治
神
宮
や
日

比
谷
公
園
な
ど
を
設
計
し
た
本
多

静
六
博
士
の
公
園
設
計
案
を
基
本

と
し
て
「
春
の
花
、
夏
の
風
、
秋

の
紅
葉
、
冬
の
雪
景
色
」
と
１
年

間
を
通
じ
て
憩
え
る
公
園
に
な
る

よ
う
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
四
季
を
感
じ

る
花
木
の
検
討
を
含
め
、
魅
力
あ

る
公
園
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

【
臥
竜
公
園
を
花
い
っ
ぱ
い
の

 

公
園
に
】

「市長への手紙」でいただいた
ご意見と回答を紹介します

市長への手紙に関する問合せ　政策推進課（☎026‐248‐9017）

　

自
宅
近
く
の
道
路
は
、
車
の
交

通
量
が
多
い
と
感
じ
る
が
、
歩
道

が
な
く
危
な
い
と
感
じ
ま
す
。
通

学
に
も
利
用
し
て
い
る
た
め
、
白

線
が
引
か
れ
て
い
ま
す
が
、
雪
が

降
る
と
白
線
が
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
歩
道
の
設
置
ま
た

は
、
緑
色
な
ど
の
塗
装
で
、
運
転

手
が
気
に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す

　

市
内
各
所
に
は
、
歩
道
が
な
く

白
線
の
み
引
い
て
あ
る
道
路
が
通

学
路
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り

ま
す
。
新
た
に
歩
道
を
設
置
す
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
白
線

の
外
側
に
カ
ラ
ー
塗
装
し
て
い
る

道
路
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
小
・
中
学
校
の
歩
道
が

な
い
市
道
の
通
学
路
は
、
安
全
確

保
の
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
、

【
歩
道
の
整
備
】

　

私
は
高
齢
に
な
り
、
自
動
車
の

運
転
免
許
証
を
更
新
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
運
転
が
心
配
で
す
。

　

買
い
物
や
通
院
時
な
ど
、
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
の
交
通
支
援
が
あ
れ

ば
、
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
免
許
証
の
返
納

も
進
む
と
思
い
ま
す
。

お
答
え
し
ま
す

　

市
民
生
活
に
不
可
欠
な
公
共
交

通
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、

市
民
バ
ス
を
運
行
し
、
買
い
物
や

通
院
な
ど
の
際
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

市
民
バ
ス
乗
車
の
際
、
バ
ス
共

通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｋ

く

Ｕ
Ｒ

る

Ｕ
Ｒ

る

Ｕ
」

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、
利
用

額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま

す
。
ま
た
、
90
分
以
内
の
バ
ス
の

乗
り
継
ぎ
・
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
に
利
用
す
る
と
、
50
円

割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
協
会
員
で
70
歳
以
上

の
方
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

さ
れ
る
と
、
バ
ス
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
千
円
分
チ
ャ

ー
ジ
券
の
交
付
と
県
タ
ク
シ
ー
協

会
に
加
盟
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
に

運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
し
て
乗

車
す
る
と
、
１
割
引
き
に
な
る
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
買
い
物
や
通
院
時
な
ど
バ
ス

 

や
タ
ク
シ
ー
の
交
通
支
援
】

　

外
出
は
休
み
休
み
で
も
歩
い
て

外
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
か
で
「
赤
い
椅
子
の
プ
ロ

【
ベ
ン
チ
の
設
置
】

　

こ
の
他
に
75
歳
以
上
の
方
が
市

内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
す
る

場
合
、
年
齢
確
認
で
き
る
証
明
書

な
ど
を
提
示
す
る
と
料
金
が
１
割

引
き
に
な
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
ち
ら
の
制
度
は
、
前
述

し
た
制
度
と
重
複
し
て
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

白
線
や
カ
ラ
ー
塗
装
な
ど
の
路
面

標
示
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

ジ
ェ
ク
ト
」（
不
要
に
な
っ
た
椅
子

を
赤
く
塗
っ
て
、
休
ん
で
も
ら
う

た
め
に
店
頭
に
設
置
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

須
坂
市
で
も
観
光
客
を
迎
え
る

た
め
に
も
、
ベ
ン
チ
を
置
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す

　

公
共
施
設
で
は
、
蔵
の
ま
ち
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ
ぐ
ら
、

笠
鉾
会
館
前
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
十
二
銀
行

須
坂
支
店
向
か
い
や
信
州
医
療
セ

ン
タ
ー
向
か
い
な
ど
に
も
ベ
ン
チ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
か
ら
「
ま
ち
の
駅
」
の

取
り
組
み
を
始
め
、
20
カ
所
が
「
ま

ち
の
駅
」と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

「
ま
ち
の
駅
」は
、
休
憩
機
能
と

案
内
機
能
、
交
流
機
能
、
連
携
機

能
の
四
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

「
休
憩
機
能
」は
、
誰
で
も
ト
イ
レ

が
利
用
で
き
、
無
料
で
休
憩
で
き

ま
す
。

　

「
ま
ち
の
駅
」
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
お
店
や
施
設
に
入
っ
て
休

ん
で
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、

よ
り
気
軽
に
休
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、
店
頭
な
ど
に
椅
子
を
設
置

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
関
係

者
と
相
談
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）
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市長の

いきいき
　　通信

魚
の
目
、
虫
の
目
、
鳥
の
目

　

物
事
の
状
況
を
判
断
す
る
に
は
、
魚
の
目
、
虫
の
目
、
鳥
の
目

の
三
つ
の
目
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
魚
は
、
水
の
流
れ
を

判
断
し
て
泳
ぎ
ま
す
。
魚
の
目
と
は
、
時
代
の
潮
流
を
見
る
こ
と

で
す
。

　

私
は
、
専
門
家
の
皆
さ
ん
と
米
国
と
中
国
に
訪
問
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
（
１
回
は
全
国
市
長
会
の
推
薦
、
他
は
自
己
負
担
）
。

両
国
で
感
じ
た
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
や
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
共
有
型
経
済
）
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
な
ど
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
業
、
女
性
の
活
躍
、
旺
盛
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
な
ど
で
し
た
。

　

組
織
運
営
に
は
「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
」が
必
要
と
い
い
ま
す
が
、

私
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
「
ジ
ョ
ウ
ホ
ウ
」も
必
要
と
考
え
ま
す
。

あ
る
経
営
者
と
話
を
し
て
い
て
、
私
は
東
京
に
行
く
機
会
が
月
に

２
回
ほ
ど
あ
る
と
話
す
と
、
そ
の
経
営
者
か
ら
「
も
っ
と
多
い
方

が
い
い
」
と
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
外
国
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
に
行
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
会
う
こ
と
で
、
幅
広
い
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
「
井
の
中
の
蛙

か
わ
ず

」
に

な
ら
な
い
で
、
時
代
の
潮
流
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

虫
の
目
は
、
真し

ん

し摯
に
生
き
て
い
る
市
民
や
団
体
、
企
業
な
ど
を

し
っ
か
り
見
つ
め
、
要
望
や
課
題
を
発
見
し
ま
す
。
虫
の
目
に
は
、

机
上
の
空
論
で
は
な
い
現
場
感
覚
と
実
践
者
の
強
み
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
の
目
は
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
全
体
を
把
握
し
、
判
断
し
ま
す
。

施
策
の
優
先
順
位
付
け
な
ど
に
は
こ
の
目
が
必
要
で
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

良好な景観を守りましょう

景　観

問合せ　まちづくり課（☎026‐248‐9007）

建
築
物
や
工
作
物
な
ど
は
、

景
観
育
成
基
準
に
適
合
さ
せ

て
く
だ
さ
い

　

景
観
計
画
で
は
、
新
築
や
改
築

な
ど
を
行
う
場
合
の
景
観
育
成
基

準
を
地
区
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
歴
史
的
な
町
並
み
が

現
存
す
る
旧
須
坂
町
の
中
心
部
を

景
観
育
成
重
点
地
区
（
須
坂
地
区
）

と
し
て
い
ま
す
。
景
観
育
成
基
準

の
一
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
景
観
育
成
重
点
地
区
】

色　

彩　

▼
屋
根
…
黒
、
灰
▼
外

壁
…
白
、
灰
、
茶
、
黒
▼
工
作
物

…
灰
、
茶
、
黒
▼
歴
史
的
な
町
並

み
と
調
和
し
た
色

高　

さ　

13
ｍ
以
下

形
態
意
匠　

▼
こ
う
配
屋
根
で
、

和
瓦
な
ど
の
日
本
的
な
素
材
▼
屋

根
ひ
さ
し
を
つ
け
る
▼
歴
史
的
な

町
並
み
と
調
和

【
一
般
地
域
】

色　

彩　

▼
外
壁
お
よ
び
屋
根
な

ど
に
使
用
で
き
る
色
…
マ
ン
セ
ル

地
の
彩
度
（
橙

だ
い
だ
い６

、
黄
・
赤
４
、

そ
の
他
の
色
３
以
下
）
▼
け
ば
け

ば
し
い
色
彩
を
避
け
る

高　

さ　

10
～
31
ｍ
以
下

形
態
意
匠　

周
辺
の
景
観
に
調
和

し
、
ま
と
ま
り
あ
る
形
態

　

も
し
も
、
基
準
に
適
合
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
助
言
・
指
導
な

ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

建
築
物
の
新
築
や
増
築
、
移

転
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
事

前
に
届
け
出
を

外
観
を
変
更
す
る
修
繕
、
色

の
塗
り
替
え
の
み
の
場
合
に

も
、
事
前
の
届
け
出
が
必
要

　

建
築
物
の
新
築
や
増
築
な
ど
、

景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
次
の
規

模
以
上
の
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、

事
前
に
ま
ち
づ
く
り
課
へ
届
け
出

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
景
観
育
成
重
点
地
区
】

▼
面
積
…
10
㎡
以
上
▼
高
さ
…
10

ｍ
以
上

【
一
般
地
域
】

▼
面
積
…
５
０
０
㎡
以
上
▼
高
さ

…
10
ｍ
以
上

　

外
観
を
変
更
す
る
修
繕
、
色
の

塗
り
替
え
な
ど
に
関
し
て
も
次
の

場
合
は
事
前
に
ま
ち
づ
く
り
課
へ

届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
景
観
育
成
重
点
地
区
】

面
積
…
15
㎡
以
上

【
一
般
地
域
】

面
積
…
４
０
０
㎡
以
上

※
こ
の
ほ
か
に
も
届
け
出
対
象
行

為
や
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
景
観
法
に
基
づ
く
勧
告

や
公
表
、
変
更
命
令
な
ど
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　詳細は市ホー

ムページをご覧

ください。
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※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
の
あ

て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

11
月
19
日
㈪
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
始
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
体
操
を
行
っ
て
い
る
う
ち

に
、
参
加
者
か
ら
笑
顔
を
い
た
だ

き
、
私
の
心
が
明
る
く
な
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　（
大
峽
さ
ん

　
78
歳
）

●
大
峽
さ
ん
が
笑
顔
で
楽
し
く
体

操
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
場
が

和
み
、
参
加
者
も
笑
顔
を
返
し
て

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
減
量
化

　
マ
イ
バ
ッ
ク
の
持
参
、
詰
め
替

え
製
品
を
選
ぶ
な
ど
、
で
き
る
事

か
ら
ご
み
の
減
量
化
に
心
掛
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
中
澤
さ
ん
　
44
歳
）

●
で
き
る
事
か
ら
の
心
掛
け
が
、

ご
み
の
減
量
化
の
第
一
歩
に
な
り

ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
は
、
須
坂

市
だ
け
で
な
く
、
地
球
規
模
の
大

き
な
問
題
で
す
。
中
澤
さ
ん
の
よ

う
に
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
大
切

で
す
。
私
も
含
め
て
…

信
州
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
10
月
21
日
に
行
わ
れ
る
「
信
州

須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
参
加

し
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

な
の
で
、
ど
ん
な
コ
ー
ス
か
、
沿

道
の
応
援
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
秋
の
須
坂
を

満
喫
で
き
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
佐
藤
さ
ん

　
55
歳
）

●
10
月
21
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

秋
の
須
坂
を
満
喫
さ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
は
初
の
試
み
だ
っ
た
の
で
、

佐
藤
さ
ん
を
始
め
、
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
感
想
を
持
た
れ
た
の
か

お
便
り
く
だ
さ
い
。

母
に
代
わ
っ
て
感
謝

　

今
年
98
歳
の
母
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
生
前
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
の
皆
さ

ま
、
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ま
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
母
の
喜
ん
で
い
る
笑
顔
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

          

（
豊
田
さ
ん
　
74
歳
）

●
豊
田
さ
ん
の
言
葉
が
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
の

心
に
一
番
響
き
ま
す
。
ま
た
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ

ん
な
ど
す
て
き
な
方
に
囲
ま
れ
た

豊
田
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
幸
せ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

健
康

　
３
年
ほ
ど
前
、
孫
が
肺
炎
に
な

り
、
退
院
し
た
日
が
須
坂
健
康
ま

つ
り
の
日
で
し
た
。

　
そ
ん
な
孫
も
３
歳
に
な
り
、
今

で
は
大
き
な
バ
ル
ー
ン
の
中
に
入

り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
牧
さ
ん

　
65
歳
）

●
「
孫
は
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な

い
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
か

わ
い
い
お
孫
さ
ん
が
入
院
し
て
い

た
時
は
さ
ぞ
心
配
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
は
３
歳
と
な
り
、
大
き

く
成
長
し
、
元
気
で
健
康
に
過
ご

せ
る
の
が
何
よ
り
で
す
ね
。

一
日
を
大
切
に

　

容
赦
な
く
暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
、

よ
う
や
く
体
調
が
良
く
な
っ
て
き

た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
コ
ス
モ
ス
が
咲
く
道
を
散
歩
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
中
村
さ
ん
　
95
歳
）

●
今
年
は
、
例
年
よ
り
も
梅
雨
明

け
が
早
く
、
暑
い
日
が
続
き
、
大

変
で
し
た
ね
。
コ
ス
モ
ス
の
咲
く

花
を
見
な
が
ら
の
散
歩
は
す
て
き

な
こ
と
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
体

調
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
続
け
た
い

　

敬
老
の
日
に
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市

イ

ク

報

ズ

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

ー問題ー

５
ペ
ー
ジ

ひ
ざ
つ
き
〇
回
が
け
清
掃

墨
坂
中
学
校
の
お
宝
紹
介
は
？

～10月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

わかる
かな？
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平成30年11月号

2018.10.1現在（　）内前月比

人口・・・・・・・・50,898（-  9）

 男 ・・・・・・・・24,696（+  4）

 女 ・・・・・・・・26,202（- 13）

世帯・・・・・・・・19,895（+ 21）

その他 ０ ６ ３

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 59 468 503

救    助
交通事故

交通事故
急　病 120 1184 1057

４ 100 111

０ 10 ６

０ 16 ９

183 1752 1671

死　者 ０ ４ １
０ １ ０

１ 19 14

９月 昨年
同期

平成30年
１～9月

★交通事故
９月 昨年

同期
平成30年
１～9月

５ 118 132傷者

件数

死者 ０ １  ０

５ 106 116

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
で
「
須
坂
」
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

政
策
推
進
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　明るく輝かしい幸せな未来が訪れるように「來」を、こ

の子が立春に生まれ、春を連想させる「花」、そして、誰

からも愛される「花」のようにかわいがられ、愛され、優

しい子に育ってほしいと願いを込めて名付けました。

　最近は、ハイハイやつかまり立ちが上手になって、い

ろんなものに興味津々です。

　これからもニコニコで元気に大きくなってね。

お父さん…和朗さん／お母さん…美香さん

冨
とみさわ

澤　來
こ は

花 ちゃん

（８か月）

★集まりの日（11:00～）

　７日㈬　避難訓練とさつまいも会※

　　　　　持ち物…水筒（水またはお茶）

　14日㈬　シルバー交流 収穫祭（すいとん会）

　　　　　持ち物…水筒（水またはお茶）、子

　　　　　ども用スプーン、親用箸

　21日㈬　こねつけを作ろう

　　　　　持ち物…エプロン、三角巾、空弁当、   

　　　　　水筒（水またはお茶）、フォーク

　28日㈬　乳幼児の救急法

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

　

身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

血
圧
や
体
脂
肪
測
定
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

☎
２
４
８
‐
９
０
２
３

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

妊
娠
・
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

「
お
ひ
さ
ま
」

☎
２
１
３
‐
６
４
０
０

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

　
保
健
師
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

各
種
健
康
相
談

※印は母親クラブ共催行事子育て支援センターだより

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～17:00

★南部・東部・北部の児童センターも開放しています

　▼月曜日～金曜日10:00～12:00▼土曜日は午後も利用でき

　　ます。詳しくは各児童センターへお問い合わせください。

  ▼水曜日は「集まりの日」です。

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

　馬場町 ☎245-5010/245-6588

児
童

７日㈬ 15:45～ さつまいもクッキング

14日㈬ 15:45～ レッツ!!バドミントン①

28日㈬ 15:45～ レッツ!!バドミントン②

７日㈬ 11:00～ さつまいもほり※
15日㈭ 11:00～ すくすく子育て応援☆家庭児
               童相談員㏌北部児童センター
21日㈬ 11:00～ 誕生会（８～11月）＆おいもパーティー
28日㈬ 11:00～ 紅葉さんぽ※

６日㈫ 10:30～ すくすく子育て応援☆家庭児
　　　　　　　 童相談員＆リズム
14日㈬ 10:30～ 木製プレート作り・風船あそび
21日㈬ 10:30～ 簡単おやつ作り（さつまいもを使って）
28日㈬ 11:00～ 新聞紙ビリビリあそび

７日㈬ 15:45～ おはなしの会

14日㈬ 15:45～ ドッヂビーで遊ぼう

28日㈬ 15:45～ 認定会（トランポリン・一輪車他）

７日㈬ 15:45～ ドッヂビーであそぼう！

14日㈬ 15:30～ 押し花教室

21日㈬ 15:45～ 避難訓練③

児
童

７日㈬ 15:45～ 避難訓練③
14日㈬ 15:45～ いきなりだんごを作ろう
28日㈬ 15:45～ 囲碁教室③

７日㈬ 11:00～ いも煮会をやろう※
15日㈭ 11:00～ すくすく子育て応援☆家庭児童相談員
21日㈬ 11:00～ リズム遊び＆製作※
28日㈬ 11:00～ ブラーヴェ ミニコンサート※

北旭ケ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

センターに遊びに

くるお友達を紹介

彦
ひこさか

坂健
け ん と

斗くん

好きな食べ物
…バナナ

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

★ミニ講座（11:00 ～）

　26日㈪　赤ちゃんマッサージ（要申込）

          定員20人（おおむね６か月児）、持ち物…バスタオル

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

★子育て相談（11:00～）

　５日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

  19日㈪　管理栄養士による食育相談

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子



■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　20日㈫　10:00～12:00
ところ  人権交流センター
問合せ　人権同和政策課

平成30年11月号 ・18・

介護教室（P25）

 2

9

16

23

 3

10

17

24

木 金 土

３歳児健康診査（P26）

高齢者健康教室公開
講座（P24）

不登校・ひきこもりの
発達心理とカウンセリ
ング講座（P24）

29

22

15

 1

8

３か月児健康診査
（P26）

30  1

パ仁礼コミュニティセ
ンター（10:00～）

健

１歳６か月児健康診査
（P26）

健

健

もぐもぐ離乳食講座
（P26）

講

講

講 講

納国民健康保険税
（普通徴収）など（P26）

かみかみ離乳食講座
（P26）

講

講うつ病の方の家族教
室（P24）

診 信州医療センター

薬 高梨土屋、芝宮前中
島ファミリー薬局

市外局番…（026）

■司法書士無料相談☎245-0031
と　き　22日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　８日㈭、22日㈭ 13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■結婚相談☎214-2994
と　き　18日㈰、12月２日㈰  
        9:00 ～ 12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■年金相談　長野北年金事務所
　　　　　　　　　　☎244-4100（代表）
と　き　月曜日～金曜日、 第２土曜日
　　　　　　　　　 ※事前予約が必要です

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈭　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合
  わせください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　21日㈬　13:30～
ところ　シルバー人材センター

■行政相談☎248-9002
と　き　12月６日㈭14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　３日㈯、12月１日㈯13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　  （須坂駅前ビルシルキー２階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月曜日～金曜日 9:00～17:00
ところ　政策推進課（本庁舎２階）
問合せ　政策推進課（要予約）

　

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　28日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター
        （市役所本庁舎２階）　

文化財保存活用倉庫
特別公開（P24）

イ

動物園・カピバラ温泉
（P22）（～2019年４月
まで）

イ

診信州医療センター

薬 りんどう、芝宮前中
島ファミリー薬局

パ井上地域公民館
（14:00～）

メモ

動物園・いい夫婦の日
イベント（P22）（～23
日まで）

イ

「家庭の日」ポスター入賞
作品展（P23）（～11日まで）

イ

紙芝居・邦楽コンサート
（P33）

イ

講 部落差別をはじめあ
らゆる差別をなくす
市民大集会（P５）

講ファミリー・サポート・
センター提供会員事前
講習会①（P３）

講ファミリー・サポート・
センター提供会員事前
講習会②（P３）



平成30年11月号・19・

5

12

19

26

6

20

27

11月

7

14

21

28

2018年
薬 診

納 相

健 イ

講 パ

…日曜・祝日休日当番薬局 …休日緊急診療室

…税金などの納期限 …各種相談

…各種健康診査など …イベント情報など

１歳児健康相談（P26）

…各種講座・教室 …おでかけパソコン相談室

4

11

18

25

日 月 火 水

２歳児健康相談（P26）診 信州医療センター

診 信州医療センター

診 信州医療センター

診 信州医療センター

薬 山下、芝宮前中島フ
ァミリー薬局

薬 りぼん、芝宮前中島
ファミリー薬局

薬 さくら、パセリ

薬 須坂まい、芝宮前中
島ファミリー薬局

パ豊丘地域公民館
（14:00～）

パ 旭ヶ丘ふれあいプラザ
（14:00～）

子育て相談（P17）相

健

健

13

講 人権問題学習会（P25）子育て相談（P17）相

人権DVD上映会（P23）イ

第34回消防団音楽隊
定期演奏会（P23）

イ

認知症学習会・サポー
ター養成講座（P24）

講

こころの健康づくり
講座（P24）

講

骨粗しょう症の講演会
（P24）

講

講 さわやか貯筋教室（P25）

講 ファミリー・サポート・
センター提供会員事前
講習会③（P３）



広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

お 

知 

ら 

せ

平成30年11月号 ・20・
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須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

情報ファイル情報ファイル
須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

月月月情報ファイル111111
　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
ご
家
庭
を
対
象
に
、
新
入

学
に
か
か
る
学
用
品
費
の
一
部
を

援
助
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

来
年
度
小･

中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯
で
、
申

請
時
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

●
新
入
学
に
か
か
る
学
用
品
費

　
就
学
援
助
制
度

▼
生
活
保
護
が
こ
の
１
年
以
内
に

廃
止
ま
た
は
停
止
し
た
世
帯

▼
平
成
30
年
度
市
民
税
が
非
課
税

世
帯
と
な
る
世
帯

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯

▼
国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
世
帯

▼
保
護
者
が
事
故
や
病
気
、
収
入

が
不
安
定
な
ど
で
所
得
が
低
く
生

活
が
困
難
な
世
帯
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
（
東
庁

舎
１
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
時
に
は
個
人
番
号
が
必
要
に

な
り
ま
す
）
申
請
書
は
、
新
小
学

１
年
生
は
入
学
予
定
の
小
学
校
、

中
学
校
新
１
年
生
は
在
籍
し
て
い

る
小
学
校
、
ま
た
は
学
校
教
育
課

で
お
渡
し
し
ま
す
。

受
付
期
間 

11
月
19
日
㈪
～
12
月

14
日
㈮

※
４
月
に
も
就
学
援
助
費
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
４
月
に

申
請
さ
れ
て
も
新
入
学
に
か
か
る

学
用
品
費
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
就
学
援
助
費
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
は
、
来
入
児
の
み
個

人
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
番
号
の
取
り
扱
い
に
な
り

ま
す
の
で
、
学
校
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

対　

象　

人
工
透
析
患
者
・
ス
ト

マ
用
装
具
使
用
者
で
、
平
成
30
年

11
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１
年
以

上
住
所
が
あ
る
方

申
請
方
法　

福
祉
課
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

▼
昨
年
度
申
請
し
た

●
人
工
透
析
患
者
・
ス
ト
マ
用

　
装
具
使
用
者
の
方
へ
見
舞
金

　
を
支
給
し
ま
す

　

農
作
物
を
野
ね
ず
み
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
、
市
内
全
域
の
農
地

に
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

　

飼
い
犬
や
飼
い
猫
な
ど
の
被
害

防
止
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

11
月
24
日
㈯
～
12
月

２
日
㈰

問
合
せ　

農
林
課　

（
☎
２
４
８-

９
０
０
４
）

●
野
ね
ず
み
駆
除
を
行
い
ま
す

　

果
樹
の
補
植
や
改
植
に
要
す
る

苗
木
代
の
補
助
、
災
害
対
策
融
資

の
利
子
補
給
を
実
施
し
ま
す
。

【
改
植
等
苗
木
補
助
】

①
台
風
21
号
の
災
害
特
別
対
策

　

枝
折
れ
、
倒
伏
に
対
し
て
早
期

収
益
確
保
を
図
る
た
め
に
補
植
す

る
苗
木
購
入
代
を
補
助
し
ま
す
。

②
台
風
に
よ
る
風
害
リ
ス
ク
軽
減

対
策

　

中
・
晩
生
種
か
ら
風
害
リ
ス
ク

の
少
な
い
早
生
種
の
リ
ン
ゴ
や
桃
、

ネ
ク
タ
リ
ン
へ
改
植
す
る
の
た
め

の
苗
木
代
を
補
助
し
ま
す
。

※
苗
木
の
対
象
品
種
を
限
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
農
林

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
台
風
被
害
の
災
害
特
別
対
策
は
、

Ｊ
Ａ
な
が
の
で
も
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
す
で
に

Ｊ
Ａ
な
が
の
で
の
災
害
支
援
事
業

で
苗
木
を
注
文
さ
れ
た
方
は
、
今

回
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
ち
物　

は
ん
こ

補
助
額　

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
苗
木
単
価
の
上
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限　

12
月
７
日
㈮

【
風
害
対
策
資
金
融
資
利
子
補
助
金
】

　

経
営
安
定
を
図
る
た
め
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
、
利

子
（
0.5
％
以
内
、
最
長
５
年
間
）

を
補
給
し
ま
す
。

●
台
風
被
害
の
農
家
支
援
対
策

※
Ｊ
Ａ
な
が
の
か
ら
融
資
を
受
け

た
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
を
通
し

て
利
子
補
給
を
行
う
た
め
、
今
回

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
２
０
１
９
年
９
月
30
日
ま
で
の

融
資
が
対
象
で
す
。

持
ち
物　

▼
は
ん
こ
▼
借
入
金
に

係
る
書
類
な
ど

申
請
・
問
合
せ　

農
林
課　

（
☎
２
４
８-

９
０
０
４
）



　

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
９
日
㈮
～
15
日
㈭

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
２
０
０
）

【
消
防
訓
練
】

　

須
坂
市
消
防
本
部
と
須
坂
市
消

防
団
に
よ
る
消
防
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

と　

き　

11
月
10
日
㈯
午
前
９
時

～
10
時

と
こ
ろ　

社
会
福
祉
法
人
り
ん
ど

う
信
濃
会　

須
坂
悠
生
寮（
米
子
町
）

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

平成30年11月号・21・

 

市外局番…（026）

◎
平
成
30
年
北
海
道
胆い

ぶ

り振
東
部
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

対　

象　

県
の
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
・
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
・
特
定
疾
病
医
療
受
給

者
証
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
交
付

（
有
効
期
限
が
平
成
30
年
10
月
１

日
以
後
）
を
受
け
て
い
て
、
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

●
特
定
疾
患
等
患
者
の
方
へ
見

　
舞
金
を
支
給
し
ま
す

●
全
国
一
斉
秋
季
火
災
予
防
運
動

　「
忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ

　
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

●
市
内
公
共
施
設
ア
ン
ケ
ー
ト

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策

定
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
個
別
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
文
化
・
生
涯
学

習
、
体
育
、
農
業
、
産
業
労
働
、

観
光
、
消
防
防
災
、
学
校
教
育
、

子
育
て
支
援
、
公
園
の
個
別
計
画

を
策
定
し
、
今
後
は
次
の
施
設
に

着
手
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

施
設
の
継
続
や
統
合
、
廃
止
、

活
用
方
法
な
ど
、
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
計
画
策

定
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設　

▼
健
康
・
福
祉
関
連

施
設
▼
公
民
館
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
▼
公
衆
ト
イ
レ
・
駐
輪
場
等

生
活
関
連
施
設　

な
ど

※
他
施
設
に
対
す
る
ご
意
見
も
可
。

方
は
、
郵
送
済
み
の
申
請
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
▼
申
請
は
毎
年

行
っ
て
く
だ
さ
い
▼
初
め
て
申
請

す
る
方
は
医
師
の
証
明
が
必
要
で
す

持
ち
物　

▼
は
ん
こ
▼
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の　

申
請
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
22
日
㈭

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

募
集
期
限　

11
月
30
日
㈮

回
答
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

▼
平
成
30
年
11
月
１
日
現
在
、
市

内
に
１
年
以
上
住
所
が
あ
る
方

▼
須
坂
市
人
工
透
析
患
者
等
見
舞

金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

申
請
方
法　

福
祉
課
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

▼
受
給
者
証
の
写
し
▼

は
ん
こ
▼
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

※
昨
年
度
申
請
を
し
た
方
は
、
市

か
ら
お
送
り
し
た
申
請
書
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８-

９
０
０
３
）

募
　
　
　

集

●
湯
っ
蔵
ん
ど
臨
時
休
館

　

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
休

館
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
６
日
㈫

問
合
せ　

湯
っ
蔵
ん
ど

（
☎
２
４
８
‐
６
８
６
８
）

●
自
衛
官
募
集

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
見
込

み
含
む
）
で
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

▼
推
薦
…
11
月
１
日

㈭
～
30
日
㈮
▼
一
般
…
11
月
１
日

㈭
～
平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

試
験
日　

▼
推
薦
…
平
成
31
年
１

月
５
日
㈯
～
７
日
㈪
の
う
ち
１
日

▼
一
般
…
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

申
込
・
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

●
坂
田
・
高
梨
霊
園
使
用
者
募
集

対　

象　

須
坂
市
に
本
籍
ま
た
は

住
所
が
あ
る
方

【
坂
田
霊
園
】

募
集
区
画
数
…
14
区
画
（
3.3
㎡
）

永
代
使
用
料
…
18
万
７
０
０
０
円

【
高
梨
霊
園
】

募
集
区
画
数
…
４
区
画
（
４
㎡
）

永
代
使
用
料
…
49
万
２
０
０
０
円

※
募
集
す
る
区
画
は
、
事
前
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

管
理
料　

年
間
３
０
０
０
円
（
今

年
度
は
７
５
０
円
）

受
付
期
間　

11
月
14
日
㈬
～
30
日
㈮

と
こ
ろ　

生
活
環
境
課（
窓
口
７
番
・

本
庁
舎
１
階
）

持
ち
物　

▼
申
込
者
の
住
民
票
抄

本
１
通（
本
籍
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

▼
は
ん
こ

注
意
事
項　

▼
現
状
は
さ
ら
地
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
度
使
用
し

た
区
画
で
す
。
▼
１
世
帯
に
１
区

画
で
の
募
集
で
す
。
▼
郵
送
や
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る

申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▼
希
望
区
画
が
重
複
し
た
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。
使
用
者
抽
選

会
（
12
月
予
定
）
に
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

●
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
フ
ィ
リ 

　
ピ
ン
へ
送
り
ま
す

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
タ
オ
ル
が

大
変
貴
重
で
、
医
療
活
動
に
使
用

す
る
タ
オ
ル
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

須
坂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

未
使
用
の
タ
オ
ル
を
集
め
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
送
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
家
庭
に
未
使
用
の
タ
オ

ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
寄
贈

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
収
集
内
容
】

収
集
物　

タ
オ
ル
（
未
使
用
の
も

の
に
限
る
）

収
集
場
所　

▼
須
坂
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
事
務
局（
須
坂
ハ
イ
ラ
ン
ド
）

▼
中
央
公
民
館
▼
各
地
域
公
民
館

▼
市
役
所
政
策
推
進
課

収
集
期
限　

11
月
16
日
㈮

※
大
量
に
あ
る
場
合
は
、
須
坂
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
取
り
に
伺
い

ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
午
後
の
み
で

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

須
坂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局

（
☎
２
４
５
‐
３
８
０
４
）



広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広
告
欄

平成30年11月号 ・22・

行

事
・

催

し

市外局番…（026）

●
動
物
園
イ
ベ
ン
ト

◎
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
平
成
30
年
12
月
31
日
㈪
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

【
カ
ピ
バ
ラ
温
泉
】

　

カ
ピ
バ
ラ
の
家
族
が
仲
良
く
お

湯
に
つ
か
る
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

期　

間　

11
月
１
日
㈭
～
平
成
31

年
４
月
21
日
㈰
▼
平
日
…
午
前
11

●
ま
ち
づ
く
り
課
か
ら
の
募
集

【
カ
ン
ナ
の
球
根
掘
り
作
業
ボ
ラ

 

ン
テ
ィ
ア
募
集
】

と　

き　

11
月
17
日
㈯
午
前
６
時

30
分
～
７
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

国
道
４
０
３
号
線
沿
い

（
幸
高
町
信
号
か
ら
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
入
口
）
の
花
壇

集
合
場
所　

な
が
の
農
業
協
同
組

合
井
上
支
所
前
駐
車
場

持
ち
物　

▼
手
袋
▼
ス
コ
ッ
プ

申
込
期
限　

11
月
12
日
㈪

【
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
新
規
参
加

 

者
募
集
】

　

新
規
に
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

対　

象　

ご
自
身
や
専
門
家
が
手

が
け
た
▼
自
宅
の
お
庭
▼
事
業
所

の
お
庭
▼
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を

一
般
開
放
し
て
い
た
だ
け
る
方

※
開
放
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
や

期
間
な
ど
参
加
者
の
ご
都
合
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
内
容　

▼
庭
の
写
真
を
掲
載

し
た
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
プ

で
紹
介
▼
他
市
町
村
の
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
視
察
研
修　

な
ど

申
込
期
限　

12
月
３
日
㈪　

申
込
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

時
～
▼
土･

日
曜
日
、
祝
日
…
午

前
11
時
～
、
午
後
２
時
～

※
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）は
休
園

日
で
す
。
た
だ
し
、
４
月
は
無
休
。

【
い
い
夫
婦
の
日
イ
ベ
ン
ト
】

　

11
月
22
日
は「
い
い
夫
婦
」の
日
。

須
坂
市
動
物
園
に
暮
ら
す
仲
良
し

夫
婦
の
動
物
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
22
日
㈭
▼
23
日
㈮

内　

容　

仲
良
し
夫
婦
の
動
物
と

記
念
撮
影
や
エ
サ
や
り
体
験
な
ど

※
ご
夫
婦
で
来
園
さ
れ
た
方
が
、

入
園
口
で
「
い
い
夫
婦
」と
言
っ
て

い
た
だ
く
と
入
園
料
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

【
出
張
ふ
れ
あ
い
動
物
園
】

　

ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
が

出
張
し
て
「
癒
や
し
」を
提
供
し
ま

す
。
動
物
た
ち
に
来
て
ほ
し
い
と

い
う
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
日　

▼
12
月
４
日
㈫
▼
20
日

㈭
▼
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫
▼
24

日
㈭
▼
２
月
６
日
㈬
▼
22
日
㈮

各
日
と
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
１
回
30
分
程
度

出
張
動
物　

▼
ウ
サ
ギ
▼
モ
ル
モ

ッ
ト
▼
ヒ
ツ
ジ

※
出
張
ふ
れ
あ
い
動
物
園
実
施
日

の
午
後
の
「
ふ
れ
あ
い
は
う
す
」は

お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定　

員　

一
日
一
施
設
で
、
１
回

30
人
程
度
（
要
事
前
申
込
）

申
込
期
限　

各
実
施
日
の
２
週
間
前

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い

　
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
楽
し
め

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
で
す
。

地
域
や
職
場
の
仲
間
、
家
族
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
２
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～（
開
会
式
午
前
８
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

種　

目　

▼
５
人
制
お
座
り
バ
レ

ー
（
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
）
…
座
っ
て
行
う
５
人

制
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
▼
ス

　

葛
飾
北
斎
は
、
江
戸
と
小
布
施

の
往
還
に
北
国
街
道
や
大
笹
街
道

を
使
い
、
須
坂
市
内
を
通
り
抜
け

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
葛
飾
北
斎
が
没
し
て
１

７
０
年
を
迎
え
、
北
斎
ゆ
か
り
の

自
治
体
な
ど
に
よ
り
「
北
斎
サ
ミ

ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
須
坂
市
で
も
北
斎
の

作
品
を
お
持
ち
の
方
を
探
し
て
い

ま
す
。
北
斎
の
絵
画
や
版
画
、
ゆ

か
り
の
品
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

●
葛
飾
北
斎
の
作
品
を
探
し
て 

　
い
ま
す

募
集
期
間　

11
月
２
日
㈮
～
８
日
㈭

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

長
野
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
課

（
☎
２
２
７
‐
２
３
２
２
）

●
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

テ
ィ
ッ
ク
de
パ
ッ
ト
…
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
の
要
領
で
ホ
ー
ル
を
狙
い
得

点
を
競
う

※
２
種
目
の
総
合
得
点
を
競
い
ま
す
。

対　

象　

小
学
生
以
上
で
１
チ
ー

ム
、
５
～
８
人
で
編
成
。

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
16
日
㈮

※
申
込
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
（
お
持

ち
の
方
は
、
膝
当
て
・
肘
当
て
）

申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
創
造
の

家
内
）
（
☎
２
４
８
‐
２
０
２
０
）



広
告
欄
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と　

き　

11
月
20
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

▼
「
同
和
問

題
～
未
来
に
向
け
て
～
」
…
19
分

▼
「
桃
香
の
自
由
帳
」
…
36
分

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
第
34
回
消
防
団
音
楽
隊
定
期 

　
演
奏
会

と　

き　

11
月
11
日
㈰
午
後
５
時

～
（
午
後
４
時
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

●
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
所
説
明
会
・
販
売
会

　

須
高
地
域
の
障
が
い
の
あ
る
方

が
日
中
通
っ
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
が
集
ま
り
、
事
業
内
容

や
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
11
日
㈰
午
後
１
時

45
分
～
４
時

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル（
須
坂

駅
前
ビ
ル
３
階
）

※
な
が
で
ん
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
無
料
券
進
呈
）
。

参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
合
せ　

▼
福
祉
課（
☎
２
４
８-

９
０
０
３
）
▼
須
高
地
域
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
８-
３
７
５
０
）

●
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
入
賞

　
作
品
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
入
賞
作

品（
一
席
～
三
席
）を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
３
日
㈯
～
11
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
10
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

●
第
５
回
子
供
絵
画
コ
ン
ク
ー

　
ル「
笑
顔
」サ
ラ
エ
ボ
入
賞
作

　
品
展

　

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

の
首
都
サ
ラ
エ
ボ
の
子
ど
も
た
ち

の
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

絵
画
作
品
展
で
す
。

期　

間　

11
月
16
日
㈮
～
12
月
14

日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
11
月
16
日
は
正
午
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

入
館
料　

無
料

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

（
☎
２
４
８
‐
６
２
２
５
）

●
す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂

と　

き　

11
月
10
日
㈯
午
前
11
時

30
分
～

と
こ
ろ　

高
甫
地
域
公
民
館

参
加
費　

▼
子
ど
も（
高
校
生
ま
で
）

…
無
料
▼
大
人
…
２
０
０
円

※
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

わ
か
め
ス
ー
プ
で
す
。
お
手
伝
い
、

●
第
29
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
祭

　

須
坂
市
、
小
布
施
町
、
高
山
村

の
小
・
中
・
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

合
唱
発
表
会
で
す
。

と　

き　

11
月
10
日
㈯
午
後
１
時

～
３
時
40
分（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー

ル
）

主　

催　

Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
祭
実
行
委

員
会

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

日
野
小
学
校
（
中
村
）

（
☎
２
４
５
‐
０
７
７
４
）

●
旧
小
田
切
家
住
宅
が
県
宝
に

　
指
定

　

旧
小
田
切
家
住
宅
が
、
９
月
27
日

に
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
坂
市
内
に
所
在
す
る
県
指
定

文
化
財
は
７
件
目
と
な
り
、
県
宝

（
建
造
物
・
美
術
工
芸
品
）と
し
て

は
市
内
初
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

旧
小
田
切
家
住
宅
の
イ
ベ
ン
ト

【
香
道
】

と　

き　

11
月
10
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
正
午

参
加
費　

８
０
０
円
（
中
学
生
以

下
３
０
０
円
）

協　

力　

志
野
流

【
お
抹
茶
体
験
と
季
節
の
和
菓
子

 

作
り
体
験
】

と　

き　

11
月
23
日
㈮
午
前
10
時

～
午
後
３
時

参
加
費　

８
０
０
円
（
中
学
生
以

下
５
０
０
円
）

協　

力　

▼
江
戸
千
家
▼
こ
し
乃

菓
子
工
房

【
文
化
講
縁
会
】

と　

き　

11
月
25
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
４
時

講　

師　

岡
村
将
次
さ
ん
（
盛
進

堂
代
表
取
締
役
）

内　

容　

和
菓
子
か
ら
分
か
る
時

代
の
流
れ

参
加
費　

１
０
０
０
円 

（
茶
話
会

代
を
含
む
）

※
参
加
費
は
入
館
料
を
含
み
ま
す
。

問
合
せ　

旧
小
田
切
家
住
宅

（
☎
２
４
６
‐
２
２
２
０
）

入
場
料　

無
料
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
）

曲　

目　

▼
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
▼

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ヴ
ィ
ラ
ン
ズ
・
メ
ド

レ
ー
▼
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
グ
ラ
フ

テ
ィ
ー
Ｘ
Ｉ
Ｘ　

ほ
か　

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
２
４
５
‐
４
１
０
０
）

ま
た
は
材
料
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

す
ざ
か
こ
ど
も
食
堂
実

行
委
員
会
（
斎
藤
）

（
☎
０
９
０
‐
４
４
６
０
‐
２
９
１
９
）



と　

き　

11
月
11
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時
15
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
生
き
る
支
援
～
い
の

ち
つ
な
ぐ
須
坂
市
を
目
指
し
て
～
」

講　

師　

清
水
康
之
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人　

自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
）

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

平成30年11月号 ・24・

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広
告
欄

市外局番…（026）

講

座
・

教

室

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

と　

き　

11
月
８
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

内　

容　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な

ら
で
は
の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
病
気
や
本
人
と
の
関
わ
り
方

●
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
発

　
達
心
理
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
講
座

　

子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
動
物
ふ
れ
あ
い
体
験

も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

11
月
８
日
㈭

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

動
物
ふ
れ
あ
い
体
験　

午
後
３
時

30
分
～
４
時

講
演
・
時
間　

▼
自
律
神
経
の
発

達
（
昼
夜
逆
転
・
体
内
時
計
）
…
午

後
４
時
～
５
時
▼
自
分
を
守
る
仕

●
高
齢
者
健
康
教
室
公
開
講
座

　

転
倒
予
防
体
操
や
認
知
症
予
防

に
関
す
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
15
日
㈭
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー(

３
階)

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ　

な
ど

対　

象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

●
第
２
回
文
化
財
保
存
活
用
倉

　
庫
特
別
公
開

と　

き　

11
月
10
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
財
保
存
活
用
倉
庫

見
学
で
き
る
も
の　

▼
市
内
で
最

後
ま
で
営
ん
で
い
た
製
糸
業
者
が

使
っ
て
い
た
大
型
の
製
糸
機
械
▼

市
内
の
映
画
館
で
使
わ
れ
て
い
た

映
写
機
▼
懐
か
し
い
映
画
の
ポ
ス

タ
ー　

な
ど

●
骨
粗
し
ょ
う
症
の
講
演
会

と　

き　

11
月
13
日
㈫
午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

講　

演　

「
骨
粗
し
ょ
う
症
の
最
新
の

知
見
～
食
生
活
、運
動
を
含
め
て
～
」

講　

師　

中
村
幸
男
さ
ん
（
信
州

大
学
医
学
部
附
属
病
院
整
形
外
科

医
師
）

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

●
認
知
症
学
習
会
・
認
知
症
サ 

　
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と　

き　

11
月
４
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

講　

演　

「
よ
く
わ
か
る
介
護
講

座
～
聞
い
て
納
得
、
介
護
の
こ
と
、

認
知
症
の
こ
と
～
」

講　

師　

小
島
つ
る
江
さ
ん
（
山

ノ
内
町
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
こ
に

こ
ハ
ウ
ス
所
長
）

対　

象　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
千
曲
川
・
犀さ

い

川
直
轄
改
修
事

　
業
１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ

　
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ

と　

き　

11
月
25
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

長
野
市
若
里
市
民
文
化

ホ
ー
ル
（
長
野
市
）

内　

容　

▼
基
調
講
演
▼
「
防
災
」

が
テ
ー
マ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
▼
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
に
よ
る
千
曲
川
洪
水
体
験

申
込
期
限　

11
月
14
日
㈬

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

千
曲
川
・
犀
川
直

轄
改
修
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局 

（
☎
２
２
７-

９
４
３
４
）

組
み
の
意
味
…
午
後
５
時
～
６
時

講　

師　

飯
田
俊
穂
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

О
法
人
長
野
県
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
講
演
終
了
後
、
講
師
に
よ
る
個

別
相
談
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
11

月
６
日
㈫
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

申
込
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

●
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座

を
家
族
同
士
で
話
を
し
、
一
緒
に

学
び
ま
す
。

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

【
学
芸
員
に
よ
る
製
糸
機
械
の
説

 

明
会
】

時　

間　

▼
午
前
11
時
～
11
時
30

分
▼
午
後
１
時
～
１
時
30
分

【
信
州
須
坂
紙
芝
居
の
さ
と
プ
ロ

 

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
街
頭
紙
芝
居
】

時　

間　

▼
午
前
10
時
30
分
～
▼

午
後
０
時
45
分
～

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

(

☎
２
４
８-

９
０
２
７)



平成30年11月号・25・

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　７戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　３戸　３ＫＢ

○旭ケ丘　　１戸　２ＫＹ

○末　広　　１戸　１ＤＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】
募集団地 間取り

○末広６０３号　　３ＬＤＫＹ

　家　賃　　75,000円

　敷　金　　家賃の３カ月分

　要　件　　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

募集期間　11月１日㈭～９日㈮　抽選日時　11月14日㈬午前９時

問 合 せ　まちづくり課（☎２４８‐９００７)

市外局番…（026）

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
西
欧
文
化
百
科
辞
典
（
全
26
巻
）

▼
大
百
科
辞
典
（
全
28
巻
）
▼
学
習

机
▼
ロ
フ
ト
ベ
ッ
ド
▼
木
琴
▼
レ

ー
ス
カ
ー
テ
ン
（
未
使
用
）
▼
カ
ー

テ
ン
（
未
使
用
）

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
電
動
ミ
シ
ン

【《
差
し
上
げ
ま
す
》 

の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

11
月
６
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選　

11
月
８
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

◎
平
成
29
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

認
め
よ
う　

そ
れ
も
一
つ
の　

人
権
だ　

常
盤
中
３
年　

青
木
隆
真

●
介
護
教
室

と　

き　

11
月
16
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ

ー
（
北
棟
４
階
講
堂
）

テ
ー
マ　

「
高
齢
者
に
多
い
皮
膚

ト
ラ
ブ
ル
～
対
処
法
・
ケ
ア
に
つ

い
て
～
」

講　

師　

柴
本
幸
子
さ
ん
（
県
立

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー　

皮
膚
・
排

泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
）

対　

象　

▼
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ

る
方
▼
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方

▼
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

申
込
期
限　

11
月
12
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

県
立
信
州
医
療

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
１
６
５
０
）

●
人
権
問
題
学
習
会

と　

き　

11
月
21
日
㈬
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

福
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
水
平
社
宣
言
に
つ
い
て
」

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

善
意

の

窓
口

《
寄
附
》 

▼
須
坂
市
村
石
母
子
、
父
子
家
庭

特
別
奨
学
金
充
実
の
た
め
（
現
金
）

…
村
石
久
二
様
▼
文
書
館
の
図
書

な
ど
と
し
て
、
市
民
の
利
用
に
供

す
る
た
め
（
書
籍
な
ど
69
点
）
…
牧

幸
一
郎
様

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室
公
開
講
座

　

口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
寝

た
き
り
や
認
知
症
予
防
に
も
つ
な

が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
、
い
き
い

き
と
笑
っ
て
過
ご
す
秘
け
つ
を
楽

し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
27
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

と　

き　

12
月
1
日
㈯

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所（
２
階
）

参
加
費　

無
料
（
先
着
順
）

※
託
児
も
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

申
込
期
間　

参
加
・
託
児
と
も
に

11
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

【
親
子
お
は
な
し
会
】

時　

間　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

対
象
・
定
員　

幼
児
親
子
25
組

【
大
人
向
け
読
み
聞
か
せ
講
座
】

時　

間　

午
前
11
時
～
正
午

対
象
・
定
員　

大
人
50
人

講　

師　

聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ

う
さ
ん
（
絵
本
作
家
）

申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

●
親
子
お
は
な
し
会
＆
大
人
向

　
け
読
み
聞
か
せ
講
座

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　〈
全
２
回
〉

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

平
成
31
年
２
・
３
・
４
月

出
産
予
定
の
方

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

【
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
健
康
と

食
事
に
つ
い
て
学
ぼ
う〈
１
回
目
〉】

と　

き　

11
月
30
日
㈮
午
前
９
時

30
分
～
11
時
20
分

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
22
日
㈭

●
プ
チ
起
業
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ

　
ナ
ー

　
　
　
　〈
全
２
回
〉

と　

き　

▼
12
月
７
日
㈮
▼
13
日

㈭
各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

内　

容　

▼
歯
科
衛
生
士
の
講
話

と
お
口
の
体
操
▼
転
倒
予
防
体
操

対　

象　

市
内
在
住
の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、な
が
で
ん

パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

と
こ
ろ　

市
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

内　

容　

▼
入
門
編
…Facebook

の
基
本
的
な
使
い
方
▼
活
用
編
…

Facebook

の
効
果
的
・
実
践
的
な

活
用
方
法

講　

師　

寺
島
広
美
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
信
州
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
協
議

会
理
事
）

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

で
活
動
を
す
る
女
性
で
▼
起
業
を

考
え
て
い
る
方
▼
グ
ル
ー
プ
の
活

動
を
広
げ
た
い
方
▼
テ
ー
マ
に
関

心
の
あ
る
方

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）　

持
ち
物　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

申
込
期
限　

12
月
３
日
㈪

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
定
員
10
人
・

要
予
約
）
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画

課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

※
１
回
目
の
み
申
し
込
み
が
必
要

【
親
に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
新

し
い
家
族
を
迎
え
る
た
め
の
子
育

て
講
座〈
２
回
目
〉】

と　

き　

12
月
16
日
㈰
午
前
９
時

15
分
～
11
時
40
分

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）



平成30年11月号 ・26・

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

市外局番…（026）

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

家
族
で
読
書
や
読
み
聞
か
せ
、
豊
か
な
時
間
が
流
れ
ま
す

　11 月の休日緊急診療室
　　　　　　　（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日

　9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※休日緊急診療室は、須高医師
会、信州医療センター、須高行
政事務組合が共同で運営してい
ます。

11月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

11月３日㈷ 高梨土屋

11月４日㈰ 山下

11月11日㈰ りぼん

11月18日㈰ さくら・パセリ

11月23日㈷ りんどう

11月25日㈰ 須坂まい

12月２日㈰ クスリのアオキ墨坂

※芝宮前中島ファミリー薬局は18

日（第３日曜日）を除き、すべて営

業します。

日曜・祝日の当番薬局

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの 
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成30年８月生

平成30年６月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成29年11月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

平成27年11月生

平成21年11月生

平成19年11月生

生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）平成30年９月生

※持ち物は各戸に配布している「健康カレンダー」をご覧いただくか健康づ
くり課までお問い合わせください。 

平成30年３月１日～３月15日生
平成30年３月16日～３月31日生

13:00～13:15
14:15～14:30

13:00～13:15
14:15～14:30

平成30年２月１日～２月15日生
平成30年２月16日～２月28日生か み か み

離乳食講座
12/６（木）

１（木）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13:00～13:20
13:20～13:40

平成30年８月１日～８月15日生
平成30年８月16日～８月31日生

２（金）
13:00～13:20
13:20～13:40

平成30年７月１日～７月15日生
平成30年７月16日～７月31日生

12/7（金）

３　歳　児
健 康 診 査

13:00～13:20
13:20～13:40

平成27年10月21日～11月７日生
平成27年11月８日～11月19日生

22(木）

も ぐ も ぐ
離乳食講座

15（木） 13:00～13:15
14:15～14:30

平成30年５月１日～５月15日生
平成30年５月16日～５月31日生

１　歳　児
健 康 相 談

19(月）
13:00～13:20
13:20～13:40

平成29年10月13日～10月27日生
平成29年10月28日～11月15日生

６（火）
13:00～13:20
13:20～13:40

13:00～13:20
13:20～13:40

平成28年10月３日～10月20日生
平成28年10月21日～11月６日生

平成28年11月７日～11月24日生
平成28年11月25日～12月３日生

２　歳　児
健 康 相 談

12/13（木）
13:00～13:20
13:20～13:40

平成29年11月16日～11月30日生
平成29年12月１日～12月13日生

1歳6か月児
健 康 診 査

13:00～13:20
13:20～13:40

平成29年４月20日～５月２日生
平成29年５月３日～５月16日生

【個別予防接種】　                                   （会場：各医療機関）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　　　　　　　　　　　（会場：保健センター）

12/３(月）

税金などの納期限

◆納期限内の納付をお願いします。

◆便利な口座振替をご利用ください。

◆税システムの切り替えのため、10月

以降に発行する市税等の納付書、督促

状は、平成31年３月までクレジットカ

ードでのお支払いができません。ご不

便をおかけいたしますが、ご了承くだ

さい。

お問い合わせは税務課（☎248‐9001）へ。

納期限･口座振替日

11月30日㈮

16（金）

国民健康保険税（普通徴収）…５期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…５期

介護保険料（普通徴収）……８期

下水道受益者負担金・分担金…３期

蔵の町・須坂の呉服屋

呉服・染織工芸・結納品

国登録有形文化財

黒留袖・訪問着・小物など、秋・冬の準備は綿幸で。

026-245-0218☎
綿幸は八十二銀行須坂支店前

きものの事なら何でも相談！！ 須坂市中町218

ゑ
P 駐車場完備

シミ抜き・洗い等

日
付

11/6（火）
振袖
七五三等

須坂

11/1（木）̃

恒例行事び
す講



　

今
年
、『
定
年
後
』
と

い
う
新
書
本
が
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
か
つ
て

脚
本
家
の
内
館
牧
子
さ

ん
が
「
定
年
後
は
大
学

に
行
く
の
が
い
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
が
、
60
代
か
ら
の
生
活
設
計

は
な
か
な
か
大
変
で
す
▼
と
こ
ろ

で
、
あ
な
た
な
ら
定
年
後
の
生
活

設
計
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。
私
と
同
じ
よ
う
に
「
趣
味

も
な
く
、
友
達
も
少
な
い
か
ら
」

と
心
配
し
て
い
る
方
は
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
ん
か
▼
そ
ん
な
あ
な
た

に
お
す
す
め
の
定
年
後
の
生
き
方
。

そ
れ
は
須
坂
市
民
学
園
へ
の
入
学

で
す
。
年
間
負
担
金
は
３
６
０
０

円
で
す
。
月
１
回
の
学
級
会
と
学

園
行
事
が
あ
り
ま
す
。
学
園
行
事

は
入
学
式
・
公
開
講
演
会
７
回
・

館
外
学
習
会
２
回
・
学
園
祭
・
卒

業
式
で
す
。
こ
の
他
に
ク
ラ
ブ
活

動
が
あ
り
ま
す
。
現
在
14
の
ク
ラ

ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

ほ
ぼ
月
１
、
２
回
の
活
動
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
▼
来
年
度
の
募
集
は
平

成
31
年
２
月
か
ら
で
す
。
市
民
学

園
の
５
年
間
は
、
あ
な
た
に
と
っ

て
、
い
き
い
き
と
輝
く
人
生
を
織

り
な
す
縦
糸
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。「
出
あ
い
」
、「
ふ
れ
あ
い
」
、「
学

び
あ
い
」
を
求
め
、
一
歩
踏
み
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
豊
洲

地
域
で
は
、
水
害
に
つ
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
学
習
会
を
豊

洲
地
域
公
民
館
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
豊
洲
地
域
づ
く
り
推

進
委
員
会
で
も
、
こ
の
「
水
害
」

を
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
捉
え
、

地
域
学
習
や
防
災
学
習
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
「
東
日
本
大

震
災
の
様
子
を
聞
け
る
よ
う
な
学

習
会
が
で
き
る
と
い
い
」
と
委
員

か
ら
声
が
上
が
り
、
宮
城
県
へ
の

視
察
研
修
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

豊
洲
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
は
、
地
域
の
課
題
で
あ
る
「
水
害
」

に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
９
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
の
２
日
間
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
習
の
き
っ
か
け

災
害
現
場
を
見
て

豊
洲
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
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　参加者

▲名取市東日本大震災慰霊
碑の前で説明を聞く参加者

　

宮
城
県
の
被
災
地
を
訪
ね
、
地

域
の
方
々
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

石
い
し
の
ま
き巻

市
で
は
、
語
り
部
の
佐
藤

清
子
さ
ん
に
バ
ス
に
同
乗
し
て
い

た
だ
き
、
被
災
地
域
を
巡
り
な
が

ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
特
に
、

震
災
遺
構
で
あ
る
石
巻
市
立
大
川

　

研
修
会
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
「
津
波
に
よ
り
住
宅
な
ど
す
べ

て
が
跡
形
も
な
く
流
さ
れ
た
現
状

や
避
難
す
る
際
の
判
断
の
難
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
堀
内
千
秋
さ
ん
は
「
現

地
で
震
災
の
現
状
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
企
画
し
て
よ
か
っ

た
。
こ
の
視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
水
害
の
学
習
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
へ
の
思

い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
の
報
告
は
、

地
域
配
布
の
地
域
づ
く
り
推
進
委

員
会
だ
よ
り
や
11
月
11
日
㈰
の「
と

よ
す
文
化
祭
」で
発
表
さ
れ
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
た
め
の
地
域
学
習　
　

　

　

豊
洲
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会　

視
察
研
修
会

小
学
校
で
起
き
た
悲
劇
を
目
の
当

た
り
に
し
た
委
員
は
、
沈
痛
な
面

持
ち
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

七
ヶ
浜
町
で
は
、
町
会
議
員
の

遠
藤
久
和
さ
ん
か
ら
、
震
災
後
の

町
民
の
声
や
、
津
波
で
様
変
わ
り

し
た
町
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し
、

海
や
水
害
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら

生
活
す
る
恐
怖
や
災
害
の
備
え
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

名
取
市
閖ゆ

り
あ
げ上

に
あ
る
津
波
復
興

祈
念
資
料
館
で
は
、
館
長
の
小
齋

正
義
さ
ん
が
「
逃
げ
よ
う
と
思
え

ば
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
『
ま

さ
か
こ
こ
ま
で
津
波
は
来
な
い
だ

ろ
う
』
と
い
う
住
民
の
思
い
が
、

避
難
の
遅
れ
を
招
い
た
。
何
か
あ

っ
た
ら
す
ぐ
に
安
全
な
と
こ
ろ
に

避
難
す
べ
き
で
す
」
と
悲
痛
な
表

情
で
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

る
役
員
の
皆
さ
ん
の
思
い



平成30年11月号 ・28・

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

市
地
域
発　

元
気
づ
く
り
支
援
金　

事
業

　

全
４
回
講
座
の
初
回
９
月
９
日
㈰
、
須
坂
市
の
町
並
み
を
「
明
る

い
街
」
へ
再
び
活
性
化
す
る
た
め
に
、
旧
小
田
切
家
住
宅
に
小
学
生

７
人
、
高
校
生
９
人
、
大
学
生
８
人
、
大
人
31
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

次
回
に
向
け
て

昼
食
タ
イ
ム
は
体
験
タ
イ
ム

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
は
撮
っ

て
き
た
写
真
と
地
図
を
模
造
紙
に

貼
り
「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
と

思
う
マ
ッ
プ
」を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
を
基
に
10
月
14
日

㈰
と
28
日
㈰
に
話
し
合
い
や
灯
り

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
㈯
に
開
催
す
る
「
須

坂
市
生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」

で
成
果
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
ち
の
良
さ
や
魅
力
を
探
検
!!

《
小
学
生
の
部
》

　

須
坂
小
学
校
の
児
童
か
ら
「
須

坂
の
ま
ち
に
灯
り
を
つ
け
て
、
夜

も
明
る
い
ま
ち
に
し
た
い
」
と
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

須
坂
市
内
を
歩
き
「
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
灯
り
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

と
思
う
場
所
を
見
つ
け
て
、
写
真

を
撮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
大
人
の
部
》

　

小
学
生
の
部
と
同
じ
場
所
を
回

り
、
過
去
と
現
在
を
知
り
、「
保
存

し
て
お
き
た
い
場
所
」
を
見
つ
け
、

写
真
に
収
め
た
り
、
昔
の
町
並
み

な
ど
の
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

《
高
校
生
の
部
》

　

須
坂
市
の
良
さ
や
魅
力
を
発
見

し
、
そ
の
良
さ
を
生
か
し
て
再
び

　

９
月
18
日
㈫
、
旧

小
田
切
家
住
宅
で
講

師
に
田
子
忍
さ
ん
を

迎
え
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能

を
使
用
し
て
写
真
を

撮
る
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

写
真
を
撮
る
コ
ツ

を
学
び
た
い
と
５
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　　　　　　中央公民館

スマホのアプリで写真撮影
旧
小
田
切
家
住
宅
の
魅
力

　

講
座
に
先
立
ち
、
旧
小
田
切
家

住
宅
職
員
の
仁
科
さ
ん
が
、
館
内

を
案
内
し
ま
し
た
。

　

「
普
段
の
案
内
と
変
え
て
、
写

真
の
ス
ポ
ッ
ト
に
良
い
箇
所
を
中

心
に
案
内
し
ま
す
」
と
、
部
屋
ご

と
に
異
な
る
格
子
や
建
具
の
魅
力

な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
構
図
を
考
え
て
撮

る
と
す
て
き
な
写
真
に
な
る
ね
」
、

「
写
真
を
撮
る
コ
ツ
が
分
か
っ
て

良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

お
の
お
の
の
写
真
に
参
加
者
同
士

の
会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
に
撮
っ
た
写
真

は
、
旧
小
田
切
家
住
宅
へ
展
示
用

に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
発

撮
っ
た
写
真
を
鑑
賞

撮
影
の
コ
ツ

▲地図を持って須坂のまち
　を歩きました

▲すてきなフォトアル
　バムができました

▲構図を考えながら写真を
　撮る参加者

　

講
師
の
蜂
屋
大
八
さ
ん
（
金
沢

大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
准

教
授
）
か
ら
、
ま
ち
歩
き
の
目
的

と
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

帰
っ
て
来
た
い
と
思
え
る
ふ
る
さ

と
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
を
探
る
た
め
町
に
出
ま
し
た
。

　

小
学
生
た
ち
は
、「
こ
の
小
道
に

灯
り
が
あ
る
と
、
明
る
く
な
っ
て

雰
囲
気
が
良
く
な
る
ね
」
と
話
し

な
が
ら
、
思
い
思
い
に
写
真
を
撮

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
灯
り

を
ど
こ
に
つ
け
た
ら
い
い
か
想
像

し
な
が
ら
写
真
を
撮
る
こ
と
に
ワ

ク
ワ
ク
し
た
」
と
楽
し
み
な
が
ら

写
真
を
見
せ
合
い
っ
こ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
は
銀
座
通
り
や

本
町
通
り
、
駅
前
通
り
を
歩
き
な

が
ら
「
須
坂
の
町
は
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
な
場
所
が
多
く
、
古
い
物
と
新

し
い
物
を
上
手
に
掛
け
合
わ
さ
っ

た
す
て
き
な
場
所
だ
ね
」
と
話
し

な
が
ら
活
動
し
、「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
利
用

し
て
ア
ー
ト
展
な
ど
を
開
催
し
た

ら
須
坂
市
が
明
る
く
な
る
と
思
う
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
郷
土
食
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ク
レ
ー
プ
サ

ン
ド
（
村
山
早わ

せ生
ご
ぼ
う
・
八
町

き
ゅ
う
り
）
を
い
た
だ
い
た
り
、

ニ
ラ
せ
ん
べ
い
の
調
理
体
験
を
し

た
り
し
て
参
加
者
同
士
で
楽
し
み
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
師
の
田
子
さ
ん
か
ら
、

　

ス
マ
ホ
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
脇

　

を
締
め
ま
し
ょ
う
。

　

カ
メ
ラ
の
グ
リ
ッ
ド
線
を
使
っ

　

て
、
被
写
体
の
縦
と
横
を
合
わ

　

せ
ま
し
ょ
う
。

　

写
真
の
構
図
を
考
え
て
撮
り
ま

　

し
ょ
う
。

な
ど
の
基
礎
を
学
び
、
実
際
に
自

分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
片
手
に

・・・

自
由
に
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

旧
小
田
切
家
住
宅
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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体験

体験

作る

　

リ
ズ
ム
体
操
で
脳
が
長
生
き
！

歌
と
曲
の
思
い
出
し
体
操
で
健
康

的
な
脳
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

と
　
き　

11
月
26
日
㈪

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

井
上
地
域
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
２
階
）

内
　
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操

　
　
　
　

▼
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ

　
　
　
　

▼
サ
ザ
エ
さ
ん

講
　
師　

諏
訪
直
人
さ
ん

　
　
　
　

（
健
康
運
動
支
援
研
究
所
）

参
加
費　

無
料

市外局番…(026)

平成30年11月号

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操

体
も
脳
も
イ
キ
イ
キ
！

今
年
も
や
り
ま
す
！

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　

ギ
タ
ー
講
座

　
　
　
　
　

〈
全
10
回
〉

が
ま
ぐ
ち
作
り
教
室

　
　
　
　
　

〈
全
２
回
〉

井
上
地
域
公
民
館

▲昨年の発表会の様子

　

裁
縫
初
心
者
の
方
で
も
大
丈
夫

で
す
。

　

家
に
あ
る
端
布
で
眼
鏡
ケ
ー
ス

や
携
帯
電
話
な
ど
の
ケ
ー
ス
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

　
　
　
　

運
動
の
で
き
る
服
装

定
　
員　

20
人

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈪

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
４
８
８

と
　
き　

①
11
月
30
日
㈮
、

　
　
　
　

②
12
月
７
日
㈮　
　
　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

と
こ
ろ　

井
上
地
域
公
民
館

内
　
容　

①
眼
鏡
ケ
ー
ス

　
　
　
　

②
携
帯
電
話
ケ
ー
ス

講
　
師　

小
島
文
子
さ
ん

参
加
費　

１
回
４
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
（
縫
い
針
、
糸
、

　
　
　
　

は
さ
み
、
も
の
さ
し
、

　
　
　
　

チ
ャ
コ
ペ
ン
、
ボ
ン
ド
）

　
　
　
　

①
表
布
…
縦
25
㎝
・
横

　
　
　
　
　

20
㎝
、
内
布
も
同
じ

　
　
　
　
　

サ
イ
ズ

　
　
　
　

②
表
布
…
縦
50
㎝
・
横

　
　
　
　
　

50
㎝
、
内
布
も
同
じ

　
　
　
　
　

サ
イ
ズ

定
　
員　

20
人

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈪

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
４
８
８

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

ギ
タ
ー
を
弾
い
た
こ
と
が
あ
る

方
も
、
全
く
弾
い
た
こ
と
が
な
い

方
も
、ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

弾
き
語
り
や
ソ
ロ
演
奏
な
ど
、
ギ

タ
ー
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

12
月
６
日
、
13
日
、
20
日

　
　
　
　

平
成
31
年

　
　
　
　

１
月
10
日
、
17
日
、

　
　
　
　
　
　

24
日
、
31
日
、

　
　
　
　

２
月
７
日
、
14
日
、
21
日

※
各
回
と
も
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

講
　
師　

中
村
仁
さ
ん

　
　
　
　

（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

　
　
　
　

イ
タ
ー)

参
加
費　

３
０
０
０
円

※
ギ
タ
ー
が
な
い
方
、
そ
の
他
ご

　

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
　
員　

20
人

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈪

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

体験

気
軽
に
楽
し
む

　
　
　
　

ワ
イ
ン
講
座

　

「
ワ
イ
ン
に
興
味
が
あ
る
け
れ

ど
…
」
「
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
な
が

ら
ワ
イ
ン
を
身
近
に
感
じ
た
い
」

▲昨年の様子

「
品
種
の
違
い
を
知
り
た
い
」
方

な
ど
に
お
勧
め
で
す
。

　

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
体
験
も
あ
り

ま
す
。
一
緒
に
す
て
き
な　

時　

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

12
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー　

会
議
室

講
　
師　

楠
茂
幸
さ
ん

　
　
　
　

（
楠
ワ
イ
ナ
リ
ー
オ
ー

　
　
　
　

ナ
ー)

参
加
費　

３
０
０
０
円

定
　
員　

30
人

※
最
小
催
行
人
員
は
15
人
で
す
。

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈪

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
、
車
で

　

の
参
加
は
お
断
り
し
ま
す
。

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

”

“



平成30年11月号 ・30・

お 知 ら せ 市外局番…(026)

社会教育団体からのお知らせ
豊
丘
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
主
催

第
25
回
信
州
須
坂
と
よ
お
か

　
　
　
新
そ
ば
祭
り

と
　
き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

と
こ
ろ　

豊
丘
活
性
化
施
設

　
　
　
　

そ
の
さ
と
ホ
ー
ル

開
場
・
そ
ば
引
換
券
販
売
開
始

　
　
　
　

午
前
11
時
15
分
～

○
新
そ
ば
３
５
０
食
限
定
、

　
　
　
　

１
人
前
４
０
０
円

販
　
売　

地
元
お
や
き
、
お
で
ん
、

　
　
　
　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
加
工
品
、

　
　
　
　

は
ち
み
つ
、
須
坂
銘
菓
、

　
　
　
　

花か

き卉
、
地
元
野
菜　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
多
数

無
料
試
飲　

　
　

信
州
須
坂
健
康
ス
ム
ー
ジ
ー

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
９
７
６
８

英
会
話
サ
ー
ク
ル
Ｇ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
主
催

英
語
に
よ
る
講
演
会

と
　
き　

11
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

　
　
　
　

視
聴
覚
室
（
２
階
）

参
加
費　

無
料

講
　
師　

Y
u
r
i
 
P
e
r
e
i
r
a
 
M
a
r
c
a

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
８
１
７
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
）

ウ
イ
ン
ナ
ー
づ
く
り
講
座

と
　
き　

12
月
２
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

参
加
費　

８
０
０
円

講
　
師　

中
尾
照
美
さ
ん

　
　
　
　

（
よ
っ
と
蔵
い
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

定
　
員　

10
人

申
込
期
限　

11
月
22
日
㈭

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
９
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
尾
）

地
域
づ
く
り
須
坂
未
来
塾
主
催

第
12
回
　
も
ち
つ
き
大
会

と
　
き　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

参
加
費　

１
０
０
円

※
３
歳
未
満
無
料

定
　
員　

60
人

申
込
期
限　

12
月
５
日
㈬

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

作る

作る

　

棒
針
を
使
っ
て
「
冬
の
小
物
」

を
作
り
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大

歓
迎
で
す
。

　

無
料
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
事

前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し

込
み
の
際
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

12
月
６
日
、
20
日
、

　
　
　
　

平
成
31
年

　
　
　
　

１
月
10
日
、
24
日

※
各
回
と
も
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

講
　
師　

山
岸
美
香
子
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円

持
ち
物　

棒
針
８
号
（
当
日
購
入

　
　
　
　

可
）
、は
さ
み
、と
じ
針
、

　
　
　
　

か
ぎ
針
５
～
６
号
（
お

　
　
　
　

持
ち
の
方
）

編
み
物
教
室〈
全
４
回
〉

し
め
縄
づ
く
り
教
室

南
部
地
域
公
民
館

※
毛
糸
は
当
日
選
び
ま
す
。

定
　
員　

10
人

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈪

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

　

お
正
月
に
玄
関
に
飾
る
「
し
め

縄
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

12
月
15
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

講
　
師　

竹
前
軍
治
さ
ん

　
　
　
　

樋
口
正
男
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

は
さ
み
（
木
は
さ
み
、

　
　
　
　

ま
た
は
、
剪せ

ん
て
い定

ば
さ
み
）

定
　
員　

20
人

申
込
開
始　

11
月
５
日
㈪

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３▲昨年の様子

▲編み物のイメージ

おでかけパソコン教室

※①・②とも講師はＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会です。パソコンは主催者が用意します。

講座名

②年賀状講座

　　　　＜全３回＞

①スマホタブレット講座

　　　　＜全３回＞

と　　き 定員・参加費 申込期限 ところ・問合せ

11月12日㈪～14日㈬

午後２時～４時

11月26日㈪～28日㈬

午前10時～正午

10人

500円

10人

500円

11月７日㈬まで
※平日の午前８時 30 分～午後５時

南部地域公民館

☎２４５－０２７３

日滝地域公民館
☎２４８－１６８６

11月21日㈬まで
※平日の午前８時 30 分～午後５時

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

参
加
募
集

参
加
募
集
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【
各
講
座
に
つ
い
て
】

○
申
込
の
受
付
開
始
は
、

毎
月
第
１
火
曜
日
、
午
前
８
時

30
分
～
で
す
。

○
無
料
託
児
あ
り
ま
す
（
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
。

○
男
性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

〇
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

○
支
払
期
限
の
厳
守
に
ご
協
力
く
だ

　
さ
い
。
キ
ャ
ン
セ
ル
や
支
払
い
が

　

遅
れ
る
場
合
は
、１
週
間
前
ま
で

　
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

「
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
聞
い
て
ど

ん
な
料
理
を
思
い
描
き
ま
す
か
。

　

ご
家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ

ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
手
料

理
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
！

と
　
き　

12
月
14
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内
　
容　

○
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

　
　
　
　

○
ス
ペ
イ
ン
風
オ
ム
レ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

講
　
師　

山
岸
袈
裟
義
さ
ん

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料
代
）

支
払
期
限　

11
月
21
日
㈬

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん
、
持
ち

　
　
　
　

帰
り
用
容
器

定
　
員　

16
人

申
込
期
限　

11
月
16
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

講
座･

催
し

講
座･

催
し

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を

　
　
　
　

作
っ
て
み
よ
う
!!

《
須
坂
友
の
会　

主
催
》

家
事
家
計
簿
講
習
会

す
ざ
か
女
性
未
来
館
だ
よ
り

No.116

　

家
計
簿
を
つ
け
て
、
自
分
に

合
っ
た
暮
ら
し
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
　
き　

11
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

視
聴
覚
室
（
２
階
）

内
　
容　

○
お
金
の
や
り
く
り

　
　
　
　
　

と
将
来
に
む
け
て

　
　
　
　

○
家
を
ち
ょ
っ
と
整

　
　
　
　
　

理
し
ま
し
た

　
　
　
　

○
エ
コ
洗
剤
３
点
を

　
　
　
　
　

使
っ
て

　
　
　
　

○
便
利
な
鍋
帽
子

　
　
　
　
　

（
試
食
：
お
で
ん
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
当
日
）

※
同
室
で
の
託
児
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
　

☎
２
４
６
‐
６
９
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
澤
）

　
　

☎
２
４
８
‐
０
４
４
６

　
　
　
　
　
　
　
　

（
荻
原
）

▲クリスマス料理のイメージ

第 36 回 すざか女性未来館のつどい
～ 楽しもう世代を越えて 2018 ～

すざか女性未来館で活動しているサークルや団体の皆さんが、学習や活動の成果を発表します。

と　き　12月１日㈯　　ところ　すざか女性未来館・中央公民館　　問合せ　☎２１４‐６０４１

展示発表　午前10 時30分～午後２時 45 分

　絵手紙、和紙絵、押し花、書、ちりめん細工、料理、

　七宝焼、てまり、パッチワーク、縫い物、編み物、

　貸衣装、なべ帽子、プリプリせっけん、など

　※作品の一部は販売・実演も行います。

ステージ発表　午後１時～３時

　大正琴演奏、自主制作作品のファッションショー、

　須坂エクササイズ、オカリナ演奏、など

茶 席　午前10 時 30 分～

　つばきの会（石州流）の皆さんによるお点前です。

体験コーナー　午前10 時30分～

　押し花（しおり）、和紙絵（ミニ色紙）、細工物、

　てまり、編み物（指あみ・一本針）、七宝焼

料理試食、販売　午前11時～

市食生活改善推進協議会の皆さんが作った料理

の試食や物資販売を行います。

主　催　すざか女性未来館のつどい実行委員会

　　　　すざか女性未来館

すざか女性未来館のつどい

※体験コーナー、料理試食、茶席は材料がなくな

　り次第終了します。
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生
涯
学
習
推
進
員
が

　
　

取
材
し
ま
し
た

▲熱心に練習する子どもたち

スザッピー

　

井
上
町
に
は
、
10
世
紀
の
『
延

喜
式
神
名
帳
』
に
載
っ
て
い
る
名

神
小お

さ

か坂
神
社
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
秋
の
大
祭
（
宵
宮
）
で
奉
納

さ
れ
て
い
る
「
浦
安
の
舞
」
を
舞

う
皆
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
、
「
こ
ん
に
ち
は
！
」

と
、
舞
手
の
子
ど
も
た
ち
が
小
坂

神
社
の
社
務
所
に
集
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
指
導
者
の
片
山
直
子
さ
ん

と
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
全
員
が

揃そ
ろ

う
と
礼
儀
正
し
い
あ
い
さ
つ
が

交
わ
さ
れ
、
気
持
ち
を
新
た
に
練

習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
坂
神
社
で
３
年
前
か
ら
奉
納

さ
れ
て
い
る
「
浦
安
の
舞
」
、
こ

の
舞
手
に
な
る
の
は
井
上
小
学
校

６
年
生
の
４
人
で
す
。
そ
の
う
ち

３
人
は
、
井
上
町
の
子
供
神
楽
に

も
所
属
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
伝

統
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的

に
活
動
に
励
ん
で
い
る
姿
に
う
れ

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

練
習
は
８
月
下
旬
か
ら
２
時
間

の
指
導
で
５
回
ほ
ど
行
い
ま
す
。

取
材
に
伺
っ
た
日
は
「
舞
い
」
独
特

の
緩
や
か
な
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
、扇

や
鈴
を
持
ち
一
つ
ひ
と
つ
の
所
作

を
し
っ
か
り
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
舞
い
」は
、
中
腰
で
踊
る
場
面

が
あ
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
は

少
々
厳
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
「
大
変
だ
け
ど
友
だ
ち
と

や
る
の
で
楽
し
い
」
、
「
習
い
始
め

は
疲
れ
た
け
ど
慣
れ
た
ら
楽
し

い
」
と
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で

話
す
姿
に
、
改
め
て
舞
い
の
魅
力

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

片
山
さ
ん
は
、
「
４
人
の
心
が

一
つ
に
な
れ
ば
、
舞
い
も
き
れ
い

に
な
る
と
思
う
の
で
頑
張
っ
て
ほ

井
上
小
坂
神
社

　「
浦
安
の
舞
」

イ
ベ
ン
ト
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
午
前
９
時
45
分
～

　

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

「
ダ
ン
ス
」
（
野
菜
ウ
ー
マ
ン
）

▼
午
前
10
時
５
分
～

　

　
ま
ち
づ
く
り
実
践
講
座
の
発
表

　

「
須
坂
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

　

て
」
（
市
内
小
学
生
・
高
校
生

　

と
市
民
の
皆
さ
ん
）

　
▼
午
前
10
時
40
分
～

　

講
演　

「
須
坂
市
の
地
域
特
性

　
　
　
　

と
可
能
性
～
須
坂
学
を

　
　
　
　

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　

に
向
け
て
～
」

　

講
師　

蜂
屋
大
八
さ
ん

　
　
　
　

（
金
沢
大
学
地
域
連
携

　
　
　
　

推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

▼
午
後
０
時
10
分
～

　
食
文
化
と
健
康
長
寿

　

「
実
践
活
動
の
発
表
」

　

「
郷
土
料
理
の
試
食
会
」

　

（
生
涯
学
習
推
進
員
）

▼
午
後
０
時
45
分
～

　
上
映
会

　

「
北
信
の
製
糸
王　

開
か
れ
た

　

土
蔵
～
越
寿
三
郎
の
生
涯
～　

　

（
テ
レ
ビ
信
州
）
」

　

「
土
石
流
災
害
の
記
録
（
須
坂

　

市
仁
礼
町
）
昭
和
56
年
８
月
23

　

日
」

　

展
示　

生
涯
学
習
推
進
員
の
実

　
　
　
　

践
活
動
、
須
坂
市
文
化

　
　
　
　

財
の
写
真
な
ど
を
展
示

　

販
売　

須
坂
支
援
学
校
・
須
坂

　
　
　
　

創
成
高
等
学
校
・
湯
っ

　
　
　
　

蔵
ん
ど
、
コ
モ
リ
餅
店

　
　
　
　

に
よ
る
作
品
や
物
産
品
、

　
　
　
　

パ
ン
、菓
子
な
ど
を
販
売

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

第22回

過去・現在・未来へつなぐ須坂の文化

須坂市生涯学習市民のつどい

し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
祭
日
に
は
、
千
早
に
か
ん
ざ

し
を
身
に
ま
と
い
、
雅
楽
の
音
色

と
と
も
に
普
段
と
は
違
う
雰
囲
気

の
中
、
地
域
の
安
泰
を
願
い
つ
つ

美
し
い
舞
い
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
祭
（
10
月
13
日
、
14
日
）

は
す
で
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
来

秋
に
は
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
会

　
　
　
　

井
上
分
会　

師
岡
記
）

お
知
ら
せ

　

ま
な
び
ー
ず
情
報
生
涯
学
習

推
進
期
間
特
別
号
（
９
月
１
日

発
行
）
１
ペ
ー
ジ
目
掲
載
の
「
ひ

だ
ま
り
祭
り
」
の
日
時
が
決
ま

り
ま
し
た
。

日
時　

11
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
な
び

ー
ず
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　き　11月24 日㈯　午前９時45 分～午後２時
ところ　須坂市中央公民館ホール（３階）
主　催　須坂市生涯学習推進員会
共　催　須坂市／須坂市教育委員会
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市外局番…（026）

【
映
像
化
作
品
特
集
】

　

近
年
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

に
な
っ
た
本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ト
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
「
ほ
の
ぼ
の
川
柳
ほ
く
し
ん
流
」

 

優
秀
賞
作
品
展
＆
投
票
】

　

一
年
間
の
受
賞
作
品
を
閲
覧
コ

ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
投
票
で
年
間
最
優
秀
賞
を

決
定
し
ま
す
。

【
須
坂
の
お
殿
様
・
直
虎
展
】

　

須
坂
藩
13
代
藩
主
・
堀
直
虎
の

没
後
１
５
０
年
を
記
念
し
、関
連
資

料
と
パ
ネ
ル
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

【
ぶ
っ
く
る
ー
パ
ネ
ル
】

　

ぶ
っ
く
る
ー
の
顔
出
し
パ
ネ
ル

で
記
念
写
真
を
と
ろ
う
！

※
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
ぶ
っ
く
る
ー

の
し
お
り
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

５
・
12
・
19
・
26
・
30
日
・
12
月
３
日

９月

来館者数

 10,240人

貸出冊数

 21,382冊

図
書
館
だ
よ
り

　
　

め
ん
た
べ
よ
う
！　
　
　
　
　
　
　
　

小
西
英
子

　
　

ね
ず
み
く
ん
の
う
ん
ど
う
か
い　
　
　

上
野
紀
子

　
　

ケ
イ
ゾ
ウ
さ
ん
の
春
・
夏
・
秋
・
冬　

市
川
宣
子

　
　

く
ろ
グ
ミ
団
は
名
探
偵　
　

ユ
リ
ア
ン
・
プ
レ
ス

　
　

牧
水
の
恋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俵
万
智

　
　

障
害
の
あ
る
子
の
「
親
な
き
あ
と
」　
　
　

渡
部
伸

　
　

は
じ
め
て
作
る
小
さ
な
手
ま
り　
　
　

木
原
小
夜

　
　

愛
な
き
世
界　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
し
を
ん

※
毎
月
多
く
の
新
刊
が
入
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

新

刊

内

案

絵本児童一 般
　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ

て
く
る
!!

と　

き　

12
月
８
日
㈯
午
前

11
時
～

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
３

階
ホ
ー
ル
）

内　

容　

▼
び
っ
く
り
て
じ

な
▼
人
形
劇
▼
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏　

な
ど

出　

演　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
な
に
し
て
る
」　

ほ
か

対　

象　

小
学
校
低
学
年
以
下

定　

員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
込
不
要

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

信
州
須
坂
図
書
館
ま
つ
り

開
催
中

　
　
　
　

 

（
11
月
９
日
㈮
ま
で
）

「長」

　■応募（投句）期限…11月12日㈪

　優秀作は、須坂新聞で発表し、図書館に掲示します。

【第17回お題】

ながい・おさ・ロングをイメージする語句

「ほのぼの川柳ほくしん流」作品募集
須坂図書館・須坂新聞社合同企画

「
紙
芝
居
お
よ
び

　
　
　

邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

平
成
30
年
１
月
15
日
か
ら
長
期
休
館
し
て

お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Tel
２
４
５
‐
０
４
０
７　

Fax
２
１
４
‐
５
５
４
８

須
坂
市
立
博
物
館

博
物
館
だ
よ
り

　

鍍と

銀
銅
製

獅し

か

み

も

ん

か

ば

ん

噛
紋
銙
板

▲堀
直
虎
没
後
１
５
０
周
年
・
明
治
１
５
０

年
記
念
事
業

と　

き　

11
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル

【
紙
芝
居
口
演
】（
午
前
10
時
～
）

演　

目　

▼
須
坂
の
殿
様 

改
革
編
▼
須
坂

　
　
　
　

の
祇
園
祭　

笠
鉾
▼
日
滝
の
笛

口　

演　

蔵
の
町
す
ざ
か
昔
を
語
る
会

【
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
】（
午
前
11
時
～
）

一　

部　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
箏こ

と

演
奏

二　

部　

尺
八
・
箏
と
語
り
に
よ
る

　
　
　
　

「
堀
直
虎
の
生
涯
」

出　

演　

▼
南
澤
汎
山
さ
ん
（
都
山
流
尺
八
大
師
範
）

▼
南
澤
雅
尚
さ
ん
（
正
派
邦
楽
会
大
師
範
）

▼
邦
楽
グ
ル
ー
プ「
あ
お
が
え
る
」の
皆
さ
ん

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
博
物

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
作
製
の
２
０
１
９
年

カ
レ
ン
ダ
ー
を
11
月
５
日
㈪
か
ら
販
売
し

ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
古
墳
と
出
土
品
」。

　

須
坂
市
内
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
数
々

の
お
宝
を
、
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
作
製

し
ま
し
た
。

価　

格　

１
枚
２
０
０
円

販
売
場
所　

▼
博
物
館
事
務
室
（
南
部
地

域
公
民
館
１
階
）
▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
▼
市
観
光
協
会
▼
蔵
の
ま
ち
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
▼
図
書
館
▼
田
中
本
家
博
物
館

▼
湯
っ
蔵
ん
ど
▼
須
坂
温
泉
古
城
荘

　

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
作
製

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
第
10
弾

信
州
須
坂
古
代
ロ
マ
ン

「
古
墳
・
出
土
品
と
の
出
会
い
」

▼
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好天の中須坂のまちを駆け抜ける
ハーフマラソンへ

　30回を迎える今回の大会からハーフマラ

ソンを導入し、大会名称を「信州須坂ハー

フマラソン」に改めました。４種目に県内

外から 2,294人がエントリーしました。

　ハーフマラソンで優勝した白川友一さん

（北相之島町在住、右の写真）は「優勝するた

めに練習してきました。優勝できてうれし

い」と話していました。　　　　〔10月21日〕

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

雨の中のハイキング
米
よ な こ だ い ば く ふ

子大瀑布 ハイキング

　「米子大瀑布 ハイキング」（須坂市観光協

会が主催）が開催され、市内外から45人が

参加しました。雨が降る中のハイキングで、

残念ながら、絶景の紅葉を楽しむことがで

きませんでした。長野市から参加した女性

は「初めて米子大瀑布に来ましたが、雨が

降って残念です。絶景を見に来年も来ます」

と話していました。　　　 　　 〔10月20日〕



平成30年11月号・35・

●まちの出来事

須坂温泉古城荘に地域おこし協力隊員
　市では、須坂温泉古城荘に勤務して活
動してもらう地域おこし協力隊員を委嘱
しました。委嘱を受けた早川航紀さん（27
歳・木曽郡出身）は、「須坂温泉古城荘を
拠点に地域活動にも参加することで、須
坂市内外の多くの人に須坂と須坂温泉の
魅力を発信していきたい」と話していま
した。　　　　　　　　　　〔10月11日〕

市商業観光課に地域おこし協力隊員
　市では、商業観光課に所属して活動を
行う地域おこし協力隊員を新たに委嘱し
ました。委嘱を受けた宮島麻悠子さん（36
歳・神奈川県出身）は「須坂は歴史と文
化が魅力的なだけでなく、個性的なお店
も増えて面白い場所です。この魅力を発
掘・発信することで地域の活性化につな
げたい」と話していました。〔10月15日〕

　河東線記念公園が完成　
　平成24年に廃線となった長野電鉄河東
線を、後世に伝え残したいとの思いから、
長野県地域発元気づくり支援金を活用し
て、河東線記念公園が完成し、完成式典（河
東線記念運営協議会が主催）が開催されま
した。市内から参加した小学２年生は「公
園がきれい」と話していました。 〔10月13日〕

りんごと村山早
わ せ

生ごぼうのスムージー
健康スムージーレシピコンテスト

　須坂健康まつりが、信州医療センター病院祭と

共同開催し、市民など 1,500人が参加しました。

　信州須坂オリジナル健康スムージーレシピコン

テストでは、16～84歳の方から13点の応募があり、

最終審査に残った５組がレシピを発表しました。　  

　1 位の須坂市給食センター栄養教諭Ｓister’s は

「須坂市内の小・中学生の約３分の１以上が便秘

というデータから、りんごとごぼうの快調とろり

んスムージーを考えました」と話していました。

　　　　　 　　　　 　　　　　　　〔10月20日〕

　鈴木之博さんを招いて、旧小田切家住宅で「ふ

れあいギター演奏会」（信州須坂町並みの会が主

催）が開催され、36人が集まりました。

　優しいギターの音色が会場を包み、時の経つの

を忘れて、参加者は聴き入っていました。

　市内から参加した80代の女性は「生演奏はあじ

がある」と話していました。　　　　〔10月12日〕

優しい音色
旧小田切家住宅でギター演奏会



よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
信
州
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー

ル
付
近
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、
走

り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
ス
に
一
礼

し
た
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

と
声
を
出
し
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
。

私
も
自
然
に
「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」
の

声
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。　

（
岡
田
）

▼
今
月
号
よ
り
「
公
民
館
だ
よ
り
」
の

担
当
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
で
各
町
へ

伺
う
と
「
記
事
に
し
て
く
れ
た
の
ね
。

あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
緊
張
が
解ほ

ぐ

れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
親
し
み
や
す
い
「
公
民
館
だ
よ
り
」

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。　
　
　

（
中
村
）

りんごのおろしあえ

■りんご…1/2 個   ■大根…100ｇ

■しめじ…50ｇ　　■きゅうり…１本 

■カニ風味かまぼこ…２本

■酢…大さじ２　　■塩…ひとつまみ

※きゅうりの代わりに小松菜、ほうれんそうで

　も調理できます。

【材料】（４人分）

須坂市花と緑のまちづく
り事業マスコットキャラ
クター「かんなちゃん」

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、毎月おすすめ料理を紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

23

１人分の成分　

■エネルギー…38kcal　 ■たんぱく質…1.1g

■脂質…0.2g　　　　　　■塩分…0.3g　

■野菜の量…60ｇ

　レシピの内容は、「クックパッド」須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」（http://

cookpad.com/kitchen/14040295）をご覧く

ださい。右のＱＲコードからもアクセス

できます。
▲ＱＲコード

信州須坂の台所
レシピ動画（第９弾）

約10分調理時間

健康長寿レシピの豆知識

　りんごと大根をすりおろして、あえ衣に

します。味付けは酢と塩ひとつまみです。

酢を使うことで減塩できます。

　レシピ動画は、左

のＱＲコードからア

クセスすると、ご覧

いただけます。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

　◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◇◆【作り方】

りんごと大根はすりおろして、酢を入

れる。

①に②を加えてあえる。塩で味を整え

てできあがり。

しめじはゆでる。きゅうりは角切りに

する。カニ風味かまぼこは半分に切っ

てほぐす。

①

②

③

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

▼
信
州
須
坂
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
好
天
の
中
、
ラ

ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
沿
道
の
声
援
を
受

け
、
蔵
の
町
並
み
や
、
紅
葉
が
進
む
山

や
田
畑
を
背
景
に
気
持
ち
良
く
走
る
姿

は
爽
快
で
、
気
が
付
け
ば
写
真
を
５
０

０
枚
も
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
（
小
林
）
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